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日本森林学会公開シンポジウム  

『地域における森林資源管理と利活用の現在・過去・未来』 

 

日  時 ：3 月 27 日（火）  13:30～16:30 

    場  所 ：宇都宮大学大学会館多目的ホール  

主  催 ：日本森林学会（「緑と水の森林基金」助成事業）  

 

森林資源の管理については，「持続可能な森林管理」というタームが広く認識されてい

ますが，地域の森林資源管理と利活用の形態は，その時々の社会経済状況と密接に関連し

て大きく変貌してきています。今後の森林資源管理と利活用の有り方を議論する上では，

この点について地域の森林資源管理に関わる行政担当機関・研究者・実務者（林業家，流

通加工業者等）及び市民との共通の理解が必要不可欠です。  

そこで，森林資源管理と利活用についての理解を深めるために，地域の森林管理に関

わる行政担当者・研究者・実務者を演者として，各立場からみた森林資源管理の現状と課

題等について報告していただきます。その後，パネルディスカッションを通じて聴衆との

意見交換から，今後の森林資源管理と利活用の有り方について認識と議論を深めます。  

 

 

 

基調講演      笠原 義人（宇都宮大学名誉教授）  

 

パネリスト   田坂 聡明（宇都宮大学教授）  

高久 健一（栃木県環境森林部次長）  

斉藤  正（ (有 )高見林業代表取締役）  

田村 文宏（ (有 )田村材木店代表取締役）  

佐々木 稔（一級建築士 (有 )佐々木設計企画代表）  

 

コーディネーター  松英 恵吾（宇都宮大学准教授）  

 

司 会       執印 康裕（宇都宮大学准教授） 

 

 

 

 

※当シンポジウムは，参加費無料の一般公開で行いますので，非会員の一般の方もぜひご参加下

さい。  
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2012年度 日本森林学会各賞 受賞者および受賞業績 

1. 日本森林学会賞 

 梶本 卓也 会員 （森林総合研究所） 

  Root system development of larch trees growing on Siberian permafrost  

 杉田 久志 会員 （森林総合研究所） 

  ブナ皆伐母樹保残法施業試験地における 33 年後、54 年後の更新状況 －東北地方の落葉低木型林床

ブナ林における事例－ 

 奈良 一秀 会員 （東京大学） 

  Ectomycorrhizal networks and seedling establishment during early primary succession 

 

2. 日本森林学会奨励賞 

 大澤 裕樹 会員 （東京大学） 

  Transient proliferation of proanthocyanidin-accumulating cells on the epidermal apex contributes to highly 

aluminum-resistant root elongation in camphor tree 

 小池 伸介 会員 （東京農工大学） 

  Frugivory of carnivores and seed dispersal of fleshy fruits in cool-temperate deciduous forests 

 舘野 隆之輔 会員 （京都大学） 

  Nitrogen uptake and nitrogen use efficiency above and below ground along a topographic gradient of soil 

nitrogen availability 

 

3. 日本森林学会学生奨励賞 

 黒河内 寛之 会員 （東京大学） 

  Regeneration of Robinia pseudoacacia riparian forests after clear-cutting along the Chikumagawa River in 

Japan 

 小林 真 会員 （ウメオ大学） 

  Buried charcoal layer and ectomycorrhizae cooperatively promote the growth of Larix gmelinii seedlings 

 

4. Journal of Forest Research 論文賞 

 Takuya Hiroshima 

  Calculation of yields on a national level by combining yields of each prefecture using the Gentan probability. 

Journal of Forest Research 16(2): 98-107. 2011 

 

5. 日本森林学会誌論文賞 

 小谷二郎・山本福壽・谷口真吾・橋詰隼人 

  ミズナラとブナを主とする二次林に対する間伐が幹の肥大成長や後生枝の発達に与える影響 日本森

林学会誌 92(4): 200-207. 2010 

 

3 月 27 日（火）大学会館多目的ホールにおいて，9 時から授賞式ならびに学会賞と奨励賞の受賞者講演

を行います。 
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■関連研究集会一覧
平成24年度森林利用学会総会・シンポジウム　栃木県における森林資源フル活用に向けた取り組み
森林計画学会・学会賞受賞者講演、総会および春期国際シンポジウム　森林関連産業におけるサプライチェーンマネジメントと地域活性化
林業経済学会シンポジウム・総会　近代林学の歴史と環境保全－森林保続思想の世界史－
森林立地学会シンポジウム　「新しい森林立地研究を目指して」－森林立地50周年「森林のバランス」出版記念－
森林遺伝育種学会　設立総会と第1回森林遺伝育種シンポジウムの開催
第16回森林施業研究会シンポジウム　林業の歴史に学ぶ　～未来のために過去を活かす～
第18回森林昆虫談話会　森林・樹木害虫研究の最前線
第29回林木の成長機構研究会　タイ低地熱帯季節林の森林機能とその多様性
森林水文ワークショップ2012　若手研究者による研究紹介
樹木病害研究会　樹木寄生菌における伝搬
生態系管理と野生生物研究の自由集会　福島第一原発による放射性物質の野生生物への影響のモニタリングに向けて
「福島原発事故の森林生態系への放射能汚染影響を考える」研究会　福島原発事故の森林生態系への放射能汚染影響を考える
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研究発表題目（部門別口頭発表・テーマ別シンポジウム）３月２７日(13:30～17：00）

A B C D E F G
(基盤教育B棟1121) (基盤教育B棟1122) (基盤教育B棟1223) (基盤教育D棟1341) (基盤教育D棟1343) (基盤教育D棟1345) (基盤教育D棟1447)

開始時刻
生態

(A01～A14)
立地

(B01～B10)
林政

(C01～C14)

T05
(D01～D11)

東日本大震災による海岸林の被害
の実態と今後の再生に向けて

T07
(E01～E07)

森林環境の持つ保健休養機能の基
礎的研究と応用研究

T03
(F01～F05)

森林科学分野における統計モデリン
グの利用

T15
(G01～G10)

森林環境教育は何を伝えるべき
か？

13:30 <A01>核SSR分析に基づく日本国
内アカマツ集団の遺伝構造の推
定 :岩泉 正和ら(森林総合研究所
林木育種センター関西育種場)

<B01>ナラ枯れの炭による防止効
果 :大森 禎子ら(元東邦大学理学
部)

<C01>REDDプラス政策における
地域的不均衡への懸念 タンザニ
アを事例として:福嶋 崇(早稲田大
学・人間科学学術院)

<D01>航空機LiDARとオルソを用
いた東日本大震災津波による海
岸林被害把握 :小谷 英司ら(森林
総合研究所東北支所)

<E01>注意回復要素による森林
風景と寺院庭園の比較 :尾崎 勝
彦(無所属)

<F01>アラカシとクロバイの実生
の生存に影響する環境要因 :伊
東 宏樹(森林総合研究所)

<G01>森林ESD指導者として視覚
障害者が果たす役割 :小林 修ら
(愛媛大学農学部)

13:45 <A02>樹木のマスティングと種子
捕食者の休眠延長の共進化モデ
ル :立木 佑弥ら(九州大学 システ
ム生命科学府 数理生物学研究
室)

<B02>熱帯雨林における表層土
壌水分の空間分布 マレーシア・
パソ森林保護林の事例:野口 正
二ら(森林総合研究所東北支所 )

<C02>原木市場における檜皮剥
皮木の評価  －京都府の原木市
場への剥皮木の出材事例－:坂
野上 なおら(京都大学)

<D02>千葉県九十九里における
海岸林の津波被害調査結果 :小
林 達明ら(千葉大学園芸学部)

<E02>フィンランド・イロマンツィに
おける「森林・福祉・ツーリズム」プ
ロジェクト :平野（竹村）  文男(竹
村医院レディスクリニック)

<F02>統計モデリングによるニホ
ンジカの剥皮発生に影響する要
因の検討 :飯島 勇人(山梨県森林
総合研究所)

<G02>知的障害者の森林活動に
求められる配慮事項 参加者のコ
ミュニケーションの類型化から考
える:佐藤 孝弘ら(北海道立総合
研究機構　森林研究本部　林業
試験場)

14:00 <A03>日本各地におけるニワウル
シ植栽個体群および野生化個体
群の遺伝的多様性 :黒河内 寛之
ら(東京大学大学院農学生命科学
研究科生圏システム学専攻)

<B03>東アジア酸性雨モニタリン
グネットワークサイトにおける土壌
特性値の経年変化 :山下 尚之ら
(アジア大気汚染研究センター)

<C03>地方自治体における私有
林支援・規制政策の２０００年以
降の動向と課題 熊本県を事例と
して:重松 彰ら(九州大学大学院
生物資源環境科学府)

<D03>東北地方太平洋沖地震津
波による海岸林の被害と評価 岩
手県田野畑村明戸浜における事
例:星野 大介ら(国際農研)

<E03>森林と働く女性 :竹内 啓恵
ら(東京農業大学大学院)

<F03>全国のリターフォール動態
の階層的モデリング モニタリング
サイト1000データを用いて:鈴木
智之(自然環境研究センター)

<G03>樹上体験による身体感覚・
空間把握能力への気づき :寺下
太郎(愛媛大学農学部)

14:15 <A04>琵琶湖湖西の低標高域で
観察された天然生と思われるス
ギ・ヒノキ個体群について :大住
克博ら(森林総合研究所関西支
所)

<B04>スギ・ヒノキ人工林と落葉
広葉樹林のリター交換によるA0
層分解への影響 :佐々木 道子ら
(東京農工大学大学院農学府)

<C04>森林経営計画策定過程に
おける森林組合の取組 －主に福
島県東白川郡森林組合の事例よ
り－:都築 伸行ら(森林総合研究
所)

<D04>東北地方太平洋沖地震津
波による海岸林の被害と評価 岩
手県普代村普代浜における事例:
坂本 知己ら(（独）森林総合研究
所)

<E04>保健休養を主目的とした放
置林の保育施業管理 :上原 巌ら
(東京農業大学)

<F04>階層ベイズモデルでN2Oフ
ラックスへの樹木伐採効果を定量
的評価にする 非線形かつ複雑な
階層構造を持つデータの扱い:仁
科 一哉(農業環境技術研究所)

<G04>子どもの自己形成空間とし
て森林のはたす役割 若園森の学
校の取り組み:藤島 哉子(日高町
立門別小学校)

14:30 <A05>亜熱帯林における皆伐とそ
の後の森林遷移に伴う環境の変
化が落葉上に現れる漂白に与え
る影響 :萩原 佑亮ら(京都大学大
学院農学研究科)

<B05>強度列状間伐が表層土壌
の窒素無機化に及ぼす影響 :平
田 彩ら(東京農工大学大学院農
学府)

<C05>日本における木質ペレット
燃料の需給構造に関する考察
2000年から現在まで:小島 健一郎
(ペレットクラブ)

<D05>東北太平洋沖地震津波に
よるクロマツ海岸林被害に及ぼす
林分構造の影響 :佐藤 創ら(（地
独）北海道立総合研究機構林業
試験場道南支場)

<E05>子どもの発達と森林環境 :
瀧澤 紫織(植苗病院)

<F05>苦労して得たデータを無駄
なく使う 値０でも対数変換したい
とき:正木 隆(森林総合研究所)

<G05>学校林活動における地域
組織の関わり 米沢市三沢地区を
事例として:奥山 洋一郎ら(鹿児島
大学)

14:45 <A06>ヒメシャラの系統地理学的
研究にもとづく植栽個体の産地識
別 :宮田 智浩ら(東京大学農学
部)

<B06>ハーベスタ、フォワーダの
走行による森林土壌表層の物理
性の変化 :相澤 州平ら(森林総合
研究所)

<C06>コミュニティを対象とした森
林認証制度の展望 インドネシア
におけるフェアトレードコーヒー栽
培農民組合からのインプリケー
ション:原田 一宏(兵庫県立大学
環境人間学部)

<D06>数値実験による海岸林の
津波氾濫流減衰機能の検討 水
路実験によるクロマツ抵抗特性と
被災地の林分・地形条件を用い
て:野口 宏典ら(森林総合研究所)

<E06>森林保健活動がもたらした
老人・認知症疾患患者の変化と
活動状況 :出水 毅ら(医療法人
桃蹊会 霧島桜ヶ丘病院)

<G06>大学の森と地域集落で展
開する森林環境教育プログラム
の多様性 :井倉 洋二(鹿児島大学
農学部)

15:00 <A07>スギ天然林の遺伝構造に
影響を及ぼす環境要因の解析 :
木村 恵ら(森林総研)

<B07>国内４地点の森林表層土
壌における有機物分解の温度依
存性 :守屋 耕一ら(名古屋大学大
学院 工学研究科)

<C07>大型製材工場の稼働開始
に伴う木材生産流通構造の再編
兵庫県宍粟地域の事例:田中 亘
(森林総合研究所)

<D07>仙台平野における東北太
平洋沖地震津波による海岸林被
害 仙台市若林区荒浜周辺の被
害状況と土壌水分:田村 浩喜ら
(秋田県農林水産技術センター森
林技術センター)

<E07>森林ウォーキングのすすめ
:住友 和弘ら(旭川医科大学　循
環呼吸医療再生フロンティア講
座)

<G07>環境教育のなかで林業を
いかに伝えるか？ :比屋根 哲(岩
手大学)

15:15 <A08>森林のアロメトリーと降水
量の関係に関する研究 :高橋 厚
裕(独立行政法人 国立環境研究
所)

<B08>ボルネオ島熱帯雨林にお
ける降雨・乾燥イベント中の土壌
水分動態および流出特性 :若原
妙子ら(東京農工大学)

<C08>岡山県真庭地域における
原木集荷の現状 :外山 正次郎ら
(九州大学農学部4年)

<D08>平成23年東北地方太平洋
沖地震の津波による仙台市井土
地区における海岸林の被害実態
:山中 啓介ら(島根県中山間地域
研究センター)

<G08>野外レクリエーションにお
ける「伝える」方法論の構築の必
要性について 山本 清龍:山本 清
龍(岩手大学)

15:30 <A09>5年間の温暖化操作がアカ
マツ林の土壌呼吸に及ぼす影響
について :後藤 誠二朗ら(国立環
境研究所)

<B09>ベトナム国ディエンビエン省
におけるバイオマス拡大係数の
開発 :佐藤 顕信ら(（一社）日本森
林技術協会)

<C09>『栃木縣那須郡統計書』に
みる明治期那須郡の農林業構造
:平野 和隆ら(宇都宮大学院農)

<D09>津波による海岸林被害と植
生基盤盛土との関係 福島県相馬
市松川浦の事例:佐藤 亜貴夫ら
(国土防災技術株式会社)

<G09>森林教育の目的の提案 :
井上 真理子ら(森林総合研究所)

15:45 <A10>デジタルカメラ画像を用い
た開葉期・落葉期の客観的識別
手法の検討 :上治 雄介ら(筑波大
学農林技術センター井川演習林)

<B10>丹沢堂平地区におけるリ
ターの移動形態とその要因につ
いて :飯野 貴美子ら(東京農工大
学大学院連合農学研究科)

<C10>地域コミュニティの森林利
用権確保のための基準・法制
度ーその動向と課題 :相楽 美穂
(地球環境戦略研究機関)

<D10>東北地方太平洋沖地震津
波による海岸林被害と根系発達
状況の関係 宮城県岩沼市寺島
の事例:菊池 俊一ら(山形大学農
学部)

<G10>わが国の森林学における
森林教育研究の動向 :大石 康彦
ら(森林総合研究所多摩森林科学
園)

16:00 <A11>主要樹種の分布と立地環
境との関係からみる京都市宝ヶ
池公園における植生 :中家 葵ら
(京都府立大学生命環境学部)

<C11>森林・林業の認識に基づく
イメージの相違形成要因の分析 :
小菅 良豪ら(鳥取大学大学院連
合農学研究科)

<D11>平成23年度東北地方太平
洋沖地震津波における家屋破損
程度からみた海岸林の評価 宮城
県石巻市長浜の事例:岡田 穣ら
(専修大学北海道短期大学)

16:15 <A12>ラオス北部における過去30
年間のタケの開花動態とそれが
地域の生業に及ぼす影響 :広田
勲(名古屋大学生命農学研究科)

<C12>森林整備への市民参加促
進の条件 :伊藤 勝久ら(島根大学
生物資源科学部)

16:30 <A13>堅果の豊作直前に行った
掻き起こしにより発生したブナ実
生の14年間の成長と生残過程 :
阿部 友幸ら(北海道立総合研究
機構　林業試験場　道南支場)

<C13>広葉樹チップ生産の現状 :
大津 裕貴ら(島根大学大学院生
物資源科学研究科)

16:45 <A14>広葉樹におげる樹液流特
性 :邱 湞瑋(九州大学)

<C14>市町村森林整備計画制度
の問題点 :木村 憲一郎ら(岩手大
学大学院連合農学研究科)

会場

*発表時間の厳守をお願い致します。
テーマ別シンポジウムについては発表の順序を示しており時間の配分はテーマ毎に異なります。
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研究発表題目（部門別口頭発表・テーマ別シンポジウム）３月２７日(13:30～17：00）

H I J K L M
(国際学部E棟1151) (国際学部E棟1154) (国際学部E棟1251) (国際学部E棟1253) (国際学部E棟1351) (国際学部E棟1353)

開始時刻
T02

(H01～H08)
人工林と生物多様性

特用林産
(I01～I02)

風致
(J01～J03)

T04
(K01～K07)

斜面・小流域での水・土砂移動機構
に基づく大流域スケールの水・土砂

動態予測に向けて

T13
(L01～L10)

樹木根の成長と機能

T01
(M01～M08)

日本の伝統的な漆塗を支えるウル
シ林の持続的管理

13:30 <H01>人工林景観の持続可能な
経営 日本からのメッセージ2:山浦
悠一ら(北海道大学　大学院農学
研究院)

<I01>しいたけ害虫ナガマドキノコ
バエの分類と地理的分布 :末吉
昌宏(森林総合研究所九州支所)

<J01>セロトニントランスポーター
遺伝子多型(5HTTLPR)による個
人差を考慮した森林散策頻度とメ
ンタルヘルスとの関連 :森田 えみ
ら(名古屋大学大学院医学系研究
科予防医学)

<K01>山地流域における湧水分
布と流路網構造およびその形成メ
カニズム :五味 高志ら(東京農工
大学農学府)

<L01>地中レーダを用いた樹木根
の検出 探査方向と根の伸長方向
との角度が検出精度に与える影
響:谷川 東子ら(森林総合研究所
関西支所)

<M01>ウルシ林の持続的管理 :田
端 雅進(森林総合研究所)

13:45 <H02>人工林資源への社会的
ニーズ :立花 敏(筑波大学)

<I02>山菜に向かって消費者の態
度 石川県能登半島を事例として:
陳 碧霞ら(国連大学高等研究所
いしかわ・かなざわオペレーティン
グユニット)

<J02>嵐山国有林の観光への活
用をめぐる課題 :奥 敬一ら(森林
総合研究所関西支所)

<K02>堆積岩山地における渓流
水の平均滞留時間の決定と水質
変動との関連性 :勝山 正則ら(京
都大学農学研究科)

<L02>DNA定量法を用いた細根
バイオマス量の測定手法の開発 :
鵜川 信ら(森林総合研究所)

<M02>青森県におけるウルシ造
林の現状 :田中 功二ら(青森県産
業技術センター林業研究所)

14:00 <H03>人工林に期待される生物
多様性とは何か？ 植物から見た
視点:長池 卓男(山梨県森林研)

<J03>保護地域としてのウィルダ
ネスの2方向への展開 :伊藤 太一
(筑波大学)

<K03>山地源流域における降雨
時流出の空間分布 :浅野 友子ら
(東京大学)

<L03>コナラにおける根圏アルミ
ニウムの根成長メカニズムの解
析 :富岡 利恵ら(名古屋大学　大
学院　生命農学研究科)

<M03>岩手県におけるウルシ林
の生育状況 :小岩 俊行(岩手県林
業技術センター)

14:15 <H04>皆伐地における多孔菌類
群集の回復過程：植林地と広葉
樹の比較 :山下 聡ら(森林総合研
究所)

<K04>森林流域の流出機構に関
する概念の構築にむけて :内田
太郎ら(国土技術政策総合研究
所)

<L04>根の内部組織の発達に与
える環境ストレスの影響 :唐原 一
郎(富山大学大学院理工学研究
部（理学）)

<M04>ウルシの繁殖生態 :河原
孝行ら(森林総合研究所北海道支
所)

14:30 <H05>人工林と動物多様性 :尾崎
研一(森林総合研究所北海道支
所)

<K05>森林流域からの浮流土砂
流出 :堀田 紀文(筑波大学)

<L05>樹木個体呼吸の頑健性と
柔軟性 実生から巨木の根を含む
個体呼吸:森 茂太(森林総研)

<M05>DNAマーカーを利用して栽
培樹木の起源を探る ウルシやハ
ゼノキは移入種か？:平岡 裕一郎
ら(森林総合研究所林木育種セン
ター)

14:45 <H06>人工林と森林認証制度 :根
本 昌彦(鳥取環境大学)

生理
(J04)

<K06>放射性同位体トレーサを用
いた流域スケールの浮遊土砂生
産源推定 :水垣 滋ら(独立行政法
人土木研究所寒地土木研究所)

<L06>北海道の冷温帯林におけ
る細根の有無が土壌の窒素無機
化に及ぼす影響 :福澤 加里部ら
(北海道大学北方生物圏フィール
ド科学センター)

<M06>岩手県のウルシ栽培林に
発生した紫紋羽病菌 :中村 仁ら
(農研機構果樹研)

15:00 <H07>人工林の伐採・更新シナリ
オによる収支および齢級構成変
化と多様性 :岡 裕泰ら(独立行政
法人　森林総合研究所)

<J04>スギからのカリウムトランス
ポーター遺伝子の単離と解析 :細
尾 佳宏ら(信大若手拠点)

<K07>宇宙線生成核種の応用に
よる数百年から千年スケールで
の大・小流域からの土砂生産の
定量化 :松四 雄騎ら(京都大学防
災研究所 地盤災害研究部門 山
地災害環境研究分野)

<L07>The use of in-growth core
for monitoring fine root of larch
seasonal trend in them treated
with nitrogen and phosphorous
loading:MAO Qiaozhi et
al .(Graduate School of
Agriculture, Hokkaido University)

<M07>ウルシの白紋羽病につい
て :竹本 周平ら(森林総合研究所)

15:15 <H08>新たな森林計画制度に基
づく持続可能な森林経営の推進
について :小島 孝文(林野庁)

<L08>土壌異質性に対するスギ
細根の発達様式 :田和 佑脩ら(京
都大学大学院農学研究科)

<M08>ウルシ材の抽出成分 :橋田
光ら(森林総合研究所)

15:30 <L09>ルートメッシュ法を用いた細
根生産量測定手法の検討 :中野
愛子ら(兵庫県立大学大学院環境
人間学研究科)

15:45 <L10>スギ１０林分における細根
生産量の評価 Root mesh 法と
Ingrowth core 法:平野 恭弘ら(名
古屋大学　大学院　環境学研究
科)

16:00

16:15

16:30

16:45

会場

*発表時間の厳守をお願い致します。
テーマ別シンポジウムについては発表の順序を示しており時間の配分はテーマ毎に異なります。
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研究発表題目（部門別口頭発表・テーマ別シンポジウム）３月２８日(9:00～12：00）

A B C D E F G
(基盤教育B棟1121) (基盤教育B棟1122) (基盤教育B棟1223) (基盤教育D棟1341) (基盤教育D棟1343) (基盤教育D棟1345) (基盤教育D棟1447)

開始時刻
造林

(A15～A26)
経営

(B11～B22)
林政

(C15～C26)
利用

(D12～D23)

T14
(E08～E11)

ポストゲノム時代における新たな森
林研究の展開（３）-遺伝子やタンパ
ク質の網羅的解析は生命現象に迫

れるか（２）？-

動物
(F06～F17)

樹病
(G11～G22)

9:00 <A15>千葉市幕張海浜公園のク
ロマツ林に自然侵入した広葉樹
稚樹の伸長量と光環境 :島田 和
則ら(独立行政法人森林総合研究
所)

<B11>J-VER取り引きの現状と課
題 :広嶋 卓也(東大千葉演)

<C15>大正期における村有林形
成に果たした県・郡・村・大字の役
割 ―栃木県逆川村町史編さん史
料より :安藤 輝行ら(東大院農学
生命)

<D12>山岳地形特性の波動特性
と森林作業システム :仁多見 俊
夫(東京大学大学院農学生命科
学研究科)

<E08>スギ分子育種に向けた精
英樹遺伝資源の評価 SNPを用い
たゲノムワイドアソシエーション解
析:内山 憲太郎ら(森林総合研究
所)

<F06>アズキゾウムシからマツノ
マダラカミキリへのボルバキア人
工感染の試み :相川 拓也ら(森林
総合研究所東北支所)

<G11>走査型電子顕微鏡による
マツノマダラカミキリ蛹室周辺材
および羽化成虫気管内のマツノ
ザイセンチュウ分散期幼虫の観
察 :真宮 靖治(無所属)

9:15 <A16>半乾燥地に植栽された樹
木の胸高直径の季節変動 樹木
の肥大生長はいつ測るべきか:斉
藤 昌宏ら(森林総合研究所)

<B12>森林管理シミュレーションシ
ステムに立脚した地域資源計画
の策定 :中島 徹(東京大学)

<C16>ゴムノキ栽培の浸透におけ
る社会関係の役割 インドネシア・
東カリマンタン州西クタイ県での
事例研究:大場 寛之ら(東京大学
大学院農学生命科学研究科)

<D13>遠隔操作による軽量高速
な枝打ちロボット :石榑 康彦ら(株
式会社　丸富精工)

<E09>イメージング技術を用いた
樹木二次木部細胞の細胞死発現
機構に関する研究 :半 智史ら(東
京農工大学農学部)

<F07>林内の高さ別のマツノマダ
ラカミキリ成虫密度 :杉本 博之ら
(山口県農林総合技術センター)

<G12>クロマツ小集団におけるマ
ツ材線虫病の発生経過と根系癒
合 :田中 一二三ら(海の中道海浜
公園管理センター)

9:30 <A17>葉緑体DNAを用いた富山
県産有用広葉樹11種の遺伝的分
化に関する研究 :斎藤 真己(富山
県農林水産総合技術センター森
林研究所)

<B13>ALOS衛星のPALSARデー
タを用いた中国広東省マングロー
ブ林の解析 :王 楠ら(信州大学農
学部)

<C17>いわ :岡田 秀二ら(岩手大
学農学部)

<D14>循環路を含めた林内路網
の自動設計 :白澤  紘明ら(京都
大学大学院農学研究科)

<E10>マツノザイセンチュウ抵抗
性解明に向けたクロマツ生体防
御に関連する遺伝子発現応答プ
ロファイルの構築 :平尾 知士ら(森
林総合研究所森林バイオ研究セ
ンター)

<F08>東日本３県におけるカツラ
マルカイガラムシの生活史と個体
群密度 :浦野 忠久ら(森林総合研
究所)

<G13>南西諸島における南根腐
病 －その分布、宿主植物および
病原性－:佐橋 憲生ら(森林総合
研究所　森林微生物研究領域)

9:45 <A18>スギ壮齢人工林の埋土種
子組成と皆伐後の広葉樹の更新
:酒井 武ら(森林総合研究所)

<B14>台風が赤沢ヒノキ老齢林の
炭素貯留能力に与える影響
:DENG SONGQIUら(信州大学農
学部)

<C18>中国遼寧省のFenghuang
Mountain国立森林公園における
観光産業の地域住民の生業に対
する経済的影響 :賈 程善ら(筑波
大学生命環境科学研究科)

<D15>土構造を主体とした路床の
施工方法と盛土の安定性 :後藤
純一ら(高知大学教育研究部自然
科学系農学部門)

<E11>プロテオーム解析から見え
てきたマツノザイセンチュウの寄
生戦略 :新屋 良治ら(京都大学大
学院農学研究科)

<F09>林相と鳥類の多様性 ―石
川県加賀地方22地点における
2011年春の録音調査結果―:矢
田 豊ら(石川県林業試験場)

<G14>べっこうたけ病により衰弱
したイヌエンジュの樹体内におけ
る腐朽菌の空間分布 :中逵 正人
ら(東京大学大学院農学生命科学
研究科)

10:00 <A19>林齢100年クラスのヒノキ人
工林におけるヒノキ個体の胸高直
径と樹冠長・樹冠幅の関係 :横井
秀一ら(岐阜県立森林文化アカデ
ミー)

<B15>ICESat/GLASデータを利用
した樹高計測 :林 真智ら(国立環
境研究所)

<C19>ドイツにおける小規模所有
者の森林の共同管理 :堀 靖人(森
林総合研究所)

<D16>島嶼亜熱帯森林の利用技
術と環境管理 :芝 正己ら(琉球大
学農学部)

<F10>種の希少性に重きを置いた
森林鳥類の多様性評価の試み :
杉村 乾(森林総合研究所)

<G15>マツ材線虫病における樹皮
下での昆虫・線虫の種間競合の
解明 :清水 愛ら(日本大学生物資
源科学部)

10:15 <A20>カラマツ人工林における帯
状皆伐・地掻き処理によるウダイ
カンバを含む広葉樹林への誘導 :
杉田 久志ら(森林総合研究所)

<B16>特徴空間の多次元化に伴
う画像分類精度の変動 :望月 翔
太ら(新潟大学大学院 自然科学
研究科)

<C20>農林高校における林業技
術者養成の動向 :枚田 邦宏ら(鹿
児島大学農学部)

<D17>Spectral Classification of
IKONOS Images for Forest Cover
Characterization of Yanbaru
Forest Area, Okinawa Japan
:JEMALI NOOR JANATUN NAIM
et al .(Faculty of Agriculture,
University of the Ryukyus)

<F11>富士山麓各標高における
松くい虫被害発生の可能性 :大澤
正嗣(山梨県森林総合研究所)

<G16>野外条件下におけるマツノ
ザイセンチュウとニセマツノザイセ
ンチュウの種間交雑 :後藤 聡美ら
(東京大学大学院 農学生命科学
研究科)

10:30 <A21>間伐率の違いがスギの樹
冠に及ぼす影響 :出口 謙一ら(東
京農業大学)

<B17>航空写真を用いた
Template Matching法による立木
密度推定 :小林 竜大ら(島根大学
生物資源科学部)

<C21>新たな産地形成の兆しと原
木市売市場の役割 :下田 佳奈ら
(無所属)

<D18>Terrain analysis and site
evaluation for sustainable
management of subtropical forest
in Yambaru :Ahmad Zawawi
Azita(Faculty of Agriculture,
University of The Ryukyus)

<F12>ナガマドキノコバエの系統
地理学 :加賀谷 悦子ら(森林総合
研究所)

<G17>宮城県の津波被災海岸マ
ツ林に発生した針葉変色木にお
けるマツノザイセンチュウと媒介
昆虫の生息状況 :中村 克典ら(森
林総合研究所東北支所)

10:45 <A22>樹木の成長量を表す指標
とそれを予測するためのサイズの
指標 :齊藤 哲ら(森林総合研究
所)

<B18>ラジコンヘリを用いた信州
大学農学部構内演習林の植生解
析 :成瀬 真理生ら(信州大学)

<C22>国産材流通における在庫
型システムへの転換とその課題 :
川村 誠ら(京都大学大学院・農学
研究科・生物資源経済学専攻)

<D19>中間支持を用いたタワー
ヤーダ索張りにおける主索張力と
中間支持器への負荷 :鈴木 保志
ら(高知大学教育研究部自然科学
系農学部門)

<F13>マツノザイセンチュウ近縁
種群の進化過程におけるビロウド
カミキリとBursaphelenchus doui  :
前原 紀敏ら(森林総合研究所東
北支所)

<G18>サクラてんぐ巣病菌
Taphrina wiesneriの罹病当年枝
における動態 :宮永 智悠ら(筑波
大院生命環境科学)

11:00 <A23>ヒノキ林間伐後の実生発生
と動態 :酒井 敦(森林総合研究所
四国支所)

<B19>Community Based
Management Planning for the
Rice Terraces of Hungduan,
Ifugao, Philippines :Codilan Analyn
Licong(University of Tokyo)

<C23>「やんばる国頭村森林地域
ゾーニング計画」策定における
「生物多様性」の課題 :谷口 恭子
ら(東京工業大学大学院　社会理
工学研究科)

<D20>収益性を考慮した集約化
施業における適正規模の検討 :
日鼻 旬ら(東京大学大学院　農学
生命科学研究科)

<F14>水面貯木場におけるファイ
ルキクイムシの発生消長とその温
度依存性の実証 :水野 孝彦ら(名
古屋大学大学院　生命農学研究
科)

<G19>トドマツオオキクイムシの随
伴菌類 :遠藤 力也ら(森林総合研
究所)

11:15 <A24>マルチキャビティコンテナを
利用したスギ挿し木苗の根系 :藤
本 浩平ら(高知県立森林技術セ
ンター)

<B20>森林の多面的機能評価の
試み 東京大学千葉演習林におけ
るモデル適用事例:山田 祐亮ら
(東京大学大学院農学生命科学
研究科)

<C24>林地転換のダイナミクス バ
ングラデシュ南東半島部の事
例:Hossain Fakir Muhammad
Munawarら(筑波大学生命環境科
学研究科)

<D21>平均搬出距離を指標とした
車両系システムが適する条件 :猪
俣 雄太ら(東京農工大学大学院)

<F15>ブナ科樹木の樹冠密度が
カシノナガキクイムシの寄主木選
択に及ぼす影響 :山崎 理正ら(京
都大学農学研究科)

<G20>極めて毒性の強いマツノザ
イセンチュウのアイソレイトの媒介
昆虫乗り移り能力 :富樫 一巳ら
(東京大学大学院農学生命科学
研究科)

11:30 <A25>森林地域におけるブユ
（Simuliidae）の発生環境 :菅原 泉
ら(東京農業大学)

<B21>CLASSIFICATION OF FULLY
POLARIMETRIC SAR DATA OF
BOGRA DISTRICT IN BANGLADESH
USING DIFFERENT
DECOMPOSITION APPROACHES
:Al Faruq Mohammad Abdullah et
al .(Shinshu University)

<C25>山村定住促進のための百
業創出の試み 高知県仁淀川上
流域の事例を中心に:垂水 亜紀ら
(森林総合研究所四国支所)

<D22>精神科入院患者への森林
環境の効果 :桐木 純子(埼玉森林
病院)

<F16>ブナアオシャチホコの遺伝
的分化 :久保田 耕平ら(東京大
学)

<G21>京都市市街地周辺におけ
るブナ科樹木萎凋病の発生要因
:吉井 優ら(京都府立大学大学院
生命環境科学研究科)

11:45 <A26>樹木中の放射性セシウム
の動態 :野中 美貴ら(東京農業大
学)

<B22>択伐を受けた熱帯林のD-
H関係を用いた３次元構造の類型
化 :齋藤 英樹ら(森林総合研究
所)

<C26>共有林の利用と部外者入
山ルール 福島県只見町における
比較分析:林 雅秀ら(森林総合研
究所東北支所)

<D23>森林管理におけるライダー
データの活用 :酒井 徹朗ら(京都
大学)

<F17>ペットボトルを利用したカシ
ノナガキクイムシの捕獲 :小林 正
秀ら(京都府立大学大学院生命環
境科学研究科)

<G22>マツノザイセンチュウ抵抗
性アカマツ検定林における父樹構
成の解明 :磯田 圭哉ら(森林総合
研究所林木育種センター関西育
種場)

会場

*発表時間の厳守をお願い致します。
テーマ別シンポジウムについては発表の順序を示しており時間の配分はテーマ毎に異なります。
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研究発表題目（部門別口頭発表・テーマ別シンポジウム）３月２８日(9:00～12：00）

H I J K L M
(国際学部E棟1151) (国際学部E棟1154) (国際学部E棟1251) (国際学部E棟1253) (国際学部E棟1351) (国際学部E棟1353)

開始時刻

T09
(H09～H16)

森林における土壌有機物の分解と
蓄積－時間スケールの違いからみ

えてくる土壌有機物の挙動

防災
(I03～I11)

T16
(J05～J07)
樹木の成長と環境

T08
(K08～K18)

隠れた森の主役・菌根：これからの
基礎研究と応用

T10
(L12～L18)

はかれないものを測る技術～レー
ザーを用いた森林構造計測

T11
(M09～M17)

日本の伝統的な漆塗を支えるウル
シ林の持続的管理

9:00 <H09>森林における土壌有機物
の分解と蓄積 時間スケールの違
いからみえてくる土壌有機物の挙
動:小野 賢二ら(独立行政法人森
林総合研究所東北支所)

<I03>森林の保水力はなぜ大規模
な洪水でも発揮されるのか 日本
学術会議の表現修正にかかわる
データ裏付け:谷 誠(京都大学農
学研究科)

<J05>ブナ成木を対象とした光合
成特性の個葉から樹冠レベルへ
のアップスケーリング :飯尾 淳弘
(国立環境研究所)

<K08>外生菌根におけるバクテリ
ア叢の季節変動 :泉 浩業ら(ス
ウェーデン農科大学)

<L12>森林の三次元構造計測：技
術と応用 :石井 弘明ら(神戸大学
大学院農学研究科)

<M09>REDD+の現状と課題 :松本
光朗(森林総合研究所)

9:15 <H10>放射性炭素を用いた土壌
有機物の分解性の定量化 :小嵐
淳ら(日本原子力研究開発機構)

<I04>現地大型せん断試験を通じ
たヒノキ根系の強度調査 :岡田 康
彦ら(森林総合研究所)

<J06>ヒノキ人工林における幹呼
吸と葉群呼吸の垂直変動と呼吸
特性 －チャンバー法による呼吸
速度の測定から，個体や林分へ
のスケールアップ－:荒木 眞岳ら
(森林総合研究所九州支所)

<K09>トガサワラ実生に存在する
外生菌根圏バクテリアの群集構
造 :田中 恵ら(東京大学大学院新
領域創成科学研究科)

<L13>スギ・ヒノキ人工林における
航空機LiDARデータと林分構造の
関係 :高橋 與明(森林総合研究
所)

<M10>REDD+実施に求められる
炭素蓄積量把握のための地上調
査のあり方 PSPというアプローチ
:佐藤 保ら(森林総合研究所)

9:30 <H11>鉱物粒子との相互作用か
ら考える土壌有機物の動態と存
在形態 :和穎 朗太(農業環境技術
研究所)

<I05>東シベリア・スパスカヤパッ
ドのカラマツ林における12年間
（1998-2011）の蒸発散量の変動
高い土壌水分量が蒸発散量に与
える影響:花村 美保ら(名古屋大
学農学部)

<J07>単木、林分、森林流域ス
ケールからみる樹木蒸散 －樹液
流計測に基づくアプローチ:久米
朋宣(台湾大学森林環境及資源
学系)

<K10>土壌の置換がマツタケの菌
環の拡大に及ぼす影響 :成松 眞
樹ら(岩手県林業技術センター)

<L14>航空機LiDAR計測データの
森林管理への応用について :松
英 恵吾(宇都宮大農)

<M11>REDDにおける参照レベル
設定のためのリモートセンシング
の活用 :平田 泰雅ら(森林総合研
究所)

9:45 <H12>火山灰付加程度の異なる
森林土壌における有機‐無機複
合体形成 :今矢 明宏(森林総合研
究所)

<I06>丹沢堂平地区の林床植生
衰退地における土壌侵食量と地
表流出量、降雨との関係 :畢力
格図ら(東京農工大学)

<K11>異なるマツタケ菌株との対
峙がマツタケ培養菌糸の生長に
及ぼす影響 :小林 久泰ら(茨城県
林技セ)

<L15>地上型3Dレーザースキャ
ナーによる木質バイオマス計測 :
加藤 顕(千葉大学大学院　園芸
学研究科)

<M12>Nationalスケールにおける
REL/RL開発の技術的課題 ベト
ナム国におけるJICA開発調査を
通じた知見:鈴木 圭ら(（一社）日
本森林技術協会)

10:00 <H13>土壌腐植物質の生成およ
び安定化メカニズム :平舘 俊太郎
(農業環境技術研究所)

<I07>下草と落葉層の除去に伴う
空間線量率の低下について 空間
線量率の変動要因に関する数値
モデルを用いた予備的解析:大谷
義一ら(森林総合研究所)

<K12>ハナイグチ増産を目指した
カラマツ林の施業 施業後1年の
概況:山田 明義ら(信州大学農学
部)

<L16>レーザー測量によるヒノキ
人工林のバイオマス推定 :城田
徹央ら(信州大学農学部)

<M13>REDD+における生物多様
性への配慮 :北山 兼弘(京大・農・
森林生態学)

10:15 <H14>土壌の炭素循環における
溶存有機物の役割 :藤井 一至(森
林総合研究所)

<I08>下草と落葉層の除去に伴う
空間線量率の低下について 福島
県林業研究センター多田野試験
林における調査結果から:坪山 良
夫ら(森林総合研究所)

<K13>外生菌根菌を接種したカシ
実生の石灰石鉱山における成長
特性 :香山 雅純ら(森林総合研究
所九州支所)

<L17>森林の樹冠フラクタル次元
と自己間引き :大澤 晃(京都大学
大学院農学研究科森林科学専
攻)

<M14>REDD+における社会的
セーフガード :横田 康裕ら(森林
総合研究所)

10:30 <H15>日本の森林土壌における
各種糖の分解と合成 :石塚 成宏
ら(森林総合研究所九州支所)

<I09>長野県北部地震における信
濃川右岸地域の斜面崩壊の特性
:櫻井 正明(株）山地防災研究所)

<K14>ゴヨウマツ盆栽の外生菌根
から分離した菌類とクロマツ芽生
えとの共存培養 :原口 雅人ら(埼
玉県農林総合研究センター)

<L18>機能的・構造的樹木モデル
への応用 :梅木 清(千葉大学大学
院園芸学研究科)

<M15>カンボジアにおけるREDD+
実証活動の動向 :百村 帝彦ら(九
州大学　熱帯農学研究センター)

10:45 <H16>従属栄養呼吸フラックスか
ら考える土壌圏炭素収支 :上村
真由子(日本大学)

<I10>施業がスギの根返り限界風
速に与える影響 :茅島 信行ら(福
岡県森林林業技術センター)

<K15>５葉マツと共生するSuillus
属の胞子発芽 :菊池 研介ら(東京
大学大学院新領域創成科学研究
科)

<M16>REDD+実施に向けた課題
解決の方向性 :平塚 基志ら(三菱
UFJリサーチ＆コンサルティング)

11:00 <I11>東シベリア北方林の2サイト
におけるCO2フラックスの比較 :林
美晴ら(名古屋大学大学院生命農
学研究科)

<K16>日本の海岸クロマツ林にお
けるCenococcum geophilumの遺
伝的多様性 :松田 陽介ら(三重大
院生資)

<M17>REDDプラス、プロジェクト
レベルの活動だけでは国際目標
達成に不十分 :藤間 剛(森林総合
研究所)

11:15 <K17>リボソームDNA塩基配列の
メタ解析によるショウロ属のグ
ローバルな多様性と進化 :木下
晃彦ら(東京大学大学院新領域創
成科学研究科)

11:30 <K18>キノコを形成する大型菌類
はどの程度広い分布をもつの
か？－外生菌根菌と腐生菌類を
比較して－ :佐藤 博俊ら(森林総
合研究所・関西支所)

11:45

会場

*発表時間の厳守をお願い致します。
テーマ別シンポジウムについては発表の順序を示しており時間の配分はテーマ毎に異なります。
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研究発表題目（部門別口頭発表・テーマ別シンポジウム）３月２８日(13:00～17：00）

A B C D E F G
(基盤教育B棟1121) (基盤教育B棟1122) (基盤教育B棟1223) (基盤教育D棟1341) (基盤教育D棟1343) (基盤教育D棟1345) (基盤教育D棟1447)

開始時刻
造林

(A27～A36)
経営

(B23～B35)
林政

(C27～C35)
利用

(D24～D31)

T17
(E12～E19)

スギ再造林における育林コスト削減
技術の開発について

動物
(F18～F23)

樹病
(G23～G27)

13:00 <A27>ベトナムCuc Phuong国立
公園における半常緑林冠木の風
害抵抗性 :水永 博己ら(静岡大学
農学部)

<B23>京都府中部における冠雪
害発生危険度評価 :野口 貴士ら
(京都府立大学大学院)

<C27>社会関係資本からみた森
林ボランティア活動の参加条件 :
伊東 康人ら(兵庫県農林水産技
術総合センター)

<D24>流況曲線を利用した非積
雪地流域における森林被覆と水
供給生態系サービス量の統計分
析 :早田 格ら(大阪大学院工学研
究科環境エネルギー工学専攻)

<E12>コンテナ苗による育苗と植
栽の高能率化 :山田 健ら(森林総
合研究所)

<F18>広島県南部のマイマイガ個
体群は野外実験条件下でも常緑
広葉樹葉裏を産卵場所として選
択するのか？ :軸丸 祥大(広島県
立総合技術研究所農業技術セン
ター果樹研究部)

<G23>千葉県における無人ヘリコ
プターによる薬剤散布の松くい虫
防除の効果 :松浦 孝憲ら(千葉県
農林総合研究センター森林研究
所)

13:15 <A28>繁殖の資源配分に及ぼす
リュウキュウコクタン（Diospyros
ferrea）の環状剥皮、摘葉処理の
影響と安定同位体による解析 :谷
口 真吾ら(琉球大学農学部亜熱
帯農林環境科学科)

<B24>高分解能画像を用いた林
相区分の試み :橋本 沙優ら(島根
大学大学院生物資源科学研究
科)

<C28>林業における人事考課の
あり方に関する一考察 :興梠 克
久ら(筑波大学生命環境系)

<D25>波型縦断勾配をもつ森林
作業道の排水機能 :相澤 寛子ら
(東京大学大学院農学生命科学
研究科)

<E13>スギコンテナ苗と裸苗の植
栽当年における根系発達 :平田
令子ら(宮崎大学農学部)

<F19>大台ケ原における林分構
造の変遷とニホンジカによる剥皮
被害の発生傾向 :山﨑 貴士ら(岐
阜大学大学院応用生物科学研究
科)

<G24>樹木の道管配列が
Raffaelea quercivora に対するコ
ナラ属樹種の感受性に与える影
響 :鳥居 正人ら(三重大院生資)

13:30 <A29>樹形発達における年輪構
成と力学的要請 :千葉 幸弘(森林
総合研究所)

<B25>2000年代の東京都水源林
:泉 桂子(都留文科大学)

<C29>森林環境教育の社会的意
義とその効果 「聞き書き甲子園」
を事例に:安藤 愛(筑波大学　生
命環境学群　生物資源学類)

<D26>ゴム履帯式車両のけん引
力と履帯下の土のせん断抵抗力
:古池 隆治ら(東京農工大学大学
院農学府)

<E14>伐出との連携作業による地
拵え・コンテナ苗植栽の一貫作業
システムの評価 :岡 勝ら(鹿児島
大学農学部)

<F20>マツノマダラカミキリの２地
域個体群間における同系または
異系交雑が生活史形質に及ぼす
影響の違い :春日 速水ら(東京大
学大学院　農学生命科学研究科)

<G25>マツノザイセンチュウ接種
により誘導されるクロマツの遺伝
子発現プロファイル :津川 和典ら
(京都大学大学院農学研究科)

13:45 <A30>ヒノキ人工林における間伐
率の違いが樹冠構造に与える影
響 :松崎 誠司ら(富士森林施業技
術研究所)

<B26>海外の花粉症対策と比較し
た日本の花粉症対策の特性 :河
瀬 麻里(京都大学大学院農学研
究科)

<C30>久万高原町における林業
経営の動向と課題 :泉 尚行(京都
大学農学研究科生物資源経済学
専攻)

<D27>作業道の林縁効果に関す
る検証 :櫻井 倫ら(東京大学大学
院農学生命科学研究科)

<E15>下刈り省略林地における植
栽木と雑草木の競合プロセスと成
長 :山川 博美ら(森林総合研究所
九州支所)

<F21>関東平野におけるコシビロ
ダンゴムシ科（等脚目）の遺伝的
分化 :金澤 泰斗ら(東京大学大学
院農学生命科学研究科)

<G26>松枯れ防止剤の松樹体内
動態とマツノザイセンチュウに対
する効果 :田中 啓司ら(近畿大学
農学部)

14:00 <A31>鳥取県における海岸クロマ
ツ林の冠雪害について :宮本 和
則(鳥取県農林総合研究所林業
試験場)

<B27>森林資源モニタリング調査
データを用いた新潟県の森林モ
ニタリング :村上 拓彦ら(新潟大学
大学院自然科学研究科)

<C31>南・東南アジアにおける国
有林の共同管理の制度に関する
比較研究 インド，インドネシア，
フィリピン，ネパールの事例から:
大田 真彦ら(筑波大学)

<D28>ウィンチとグラップルを使用
した集材作業の燃料消費量 :中
原 力(東京農工大学大学院)

<E16>下刈り省略でスギ苗へのシ
カ食害は軽減できるのか？ :野宮
治人ら(森林総合研究所九州支
所)

<F22>山地性昆虫 オオトラフハナ
ムグリ種群の遺伝的分化と房総
半島個体群の特徴 :杉浦 渓ら(東
京大学大学院 農学生命科学研
究科 森林科学専攻)

<G27>多摩森林科学園のサクラ
類に発生したいくつかの増生病と
その樹体への影響 :石原 誠ら(森
林総合研究所 北海道支所)

14:15 <A32>全天空写真撮影によるブナ
林内光環境推定手法の検討 :齋
藤 武史(森林総合研究所東北支
所)

<B28>DSMを用いた松枯れ林抽
出(II) ３地域の現況と森林簿の更
新:米 康充ら(島根大学生物資源
科学部)

<C32>国有林地元農山村の人口
分析 :大地 俊介(宮崎大学農学
部)

<D29>カブトムシが住める森作り
のための森林環境教育プログラ
ムの考案と評価 カードゲームを
用いた事前学習:柳 貴洋ら(長野
大学　環境ツーリズム学部)

<E17>モデルを利用した下刈り省
略スケジュールの検討 :重永 英
年ら(森林総合研究所九州支所)

<F23>日本産アリガタハネカクシ
属の系統関係と関東山地におけ
る2種の分布接触帯の状態 :伏見
速雄ら(東京大学大学院農学生命
科学研究科森林科学専攻)

14:30 <A33>千葉県木更津市のスギ林
における20年間の雄花生産量の
変化 :福島 成樹ら(千葉県農林総
合研究センター森林研究所)

<B29>千葉県における小規模所
有山林の活用に関する一考察 :
佐藤 孝吉ら(東京農業大学)

<C33>パナマにおけるコーヒー栽
培を通した森林の使い分けとその
意義 :藤澤 奈都穂ら(東京大学大
学院農学生命科学研究科)

<D30>DEMからの崖錐地形の自
動判読精度とメッシュ間隔 :小田
原 匠ら(東京農工大学大学院)

<E18>育林コストシミュレータの開
発 :鹿又 秀聡ら(森林総合研究
所)

14:45 <A34>奈良県岩井川ダム道路法
面における自然配植理論に基づ
いた広葉樹植栽 初期段階におけ
る試験調査結果:嶌田 知帆ら(京
都府立大学生命環境学部森林科
学科)

<B30>リモートセンシング画像の
セグメンテーションパラメータの検
討 :小林 裕之(富山県森林研究
所)

<C34>滞在型市民農園の導入が
地区住民に与えた影響 -長野県
松本市を事例に-:山根 拓ら(東京
大学大学院農学生命科学研究
科)

<D31>狭幅員作業道を利用した
小規模マニュアル伐出作業の生
産性 :岩岡 正博ら(東京農工大学
大学院農学研究院)

<E19>スギ再造林適地のマップ化
と評価 :上村 佳奈ら(独立行政法
人　森林総合研究所)

15:00 <A35>ヒノキ人工林の成長過程に
おける樹冠および林分構造の変
化 :右田 千春ら(森林総研)

<B31>Demaerschalk(1972)の方法
によって二変数材積式から変換し
た細り曲線について :細田 和男
(森林総合研究所)

<C35>J-VER認証クレジットの取
得経緯とその販売状況 ～九州の
地方公共団体を事例に～:石井
博也ら(九州大学農学部)

15:15 <A36>治山工事で造成した渓畔
林 植栽後15年後の成長:齋藤 央
嗣ら(神奈川県自然環境保全セン
ター)

<B32>大手企業による森林認証
製品の選択に関する研究 :熊谷
吉昭(東京大学大学院農学生命
科学研究科　森林科学専攻)

15:30 <B33>スギ材積算出における溝
腐病の影響について :阿部 航ら
(千葉大学　園芸学部)

15:45 <B34>GISが目指すものは現地調
査の代替と境界線の確定 空中写
真の費用対効果:中北 理(森林総
合研究所東北支所)

16:00 <B35>複数高分解能光学センサ
による木曽赤沢ヒノキ林の単木抽
出 :加藤 正人(信州大学)

16:15

16:30

16:45

会場

*発表時間の厳守をお願い致します。
テーマ別シンポジウムについては発表の順序を示しており時間の配分はテーマ毎に異なります。
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研究発表題目（部門別口頭発表・テーマ別シンポジウム）３月２８日(13:00～17：00）

H I J K L M
(国際学部E棟1151) (国際学部E棟1154) (国際学部E棟1251) (国際学部E棟1253) (国際学部E棟1351) (国際学部E棟1353)

開始時刻

T19
(H17～H29)

森林・林業分野における地球温暖化
緩和・適応研究の現状と動向

T18
(I12～I20)

福島第一原発事故による森林生態
系の放射能汚染の実態

T12
(J08～J18)

大気環境変化にともなう森林の生産
性と分布の予測―対流圏オゾンの

影響を中心に―

T08
(K19～K28)

隠れた森の主役・菌根：これからの
基礎研究と応用

T06
(L19～L24)

森林生態系保全を目的としたシカ対
策―被害評価から捕獲、復元技術

まで

育種
(M18～M26)

13:00 <H17>高二酸化炭素環境下で生
育したコナラ苗木の光合成機能
へのオゾン影響評価 :飛田 博順
ら(森林総合研究所)

<I12>福島原発より放出された放
射性核種の森林環境中での移行
:恩田 裕一ら(筑波大学生命環境
系, University of Tsukuba)

<J08>日本の森林樹種に対する
オゾンのリスク評価－窒素沈着の
考慮－ :渡辺 誠ら(北海道大学)

<K19>ツツジ科植物サラサドウダ
ンにおけるアーバスキュラー菌根
菌の多様性 :小長谷 啓介ら(三重
大学大学院生物資源学研究科)

<L19>県域スケールでシカによる
森林生態系被害をモニタリングす
る :藤木 大介(兵庫県立大学　自
然・環境科学研究所)

<M18>少花粉品種ヒノキの早期
着花手法の検討 :中村 健一ら(東
京都農林総合研究センター)

13:15 <H18>土壌炭素窒素動態モデル
の開発に向けたリター分解に関す
る既往情報の解析 :酒井 寿夫ら
(森林総合研究所四国支所)

<I13>針葉樹人工林における福島
第一原発事故による放射性物質
の樹冠遮断と林内フォールアウト
:加藤 弘亮ら(筑波大学生命環境
系)

<J09>摩周湖外輪山におけるダケ
カンバの衰退現象と立地との関
係 :佐久間 彬ら(北海道大学農学
部)

<K20>スギ・ヒノキ人工林土壌中
のアーバスキュラー菌根菌の群
集構造と共生効果 :巽 大喜ら(東
京大学大学院農学生命科学研究
科)

<L20>兵庫県域スケールでの土
壌浸食被害マップの作成 :内田
圭ら(神戸大学大学院人間発達環
境学研究科)

<M19>樹木の環境適応的候補遺
伝子の検出 :津村 義彦ら(森林総
合研究所)

13:30 <H19>ここまで明らかになった日
本の森林土壌からの温室効果ガ
スフラックス -観測ネットワーク構
築からモデルを用いた全国評価-:
橋本 昌司ら(森林総研)

<I14>Distribution and transfer
rate of Cs-137 and Cs-134 from
litter to forest soil :Teramage
Mengistu et al .(Faculty of Life
and Environmental Sciences,
University of Tsukuba)

<J10>都市近郊の落葉広葉樹二
次林における微量ガスの交換特
性について :深山 貴文ら(森林総
合研究所　関西支所)

<K21>トガサワラ林における外生
菌根菌の埋土胞子群集 :村田 政
穂ら(東京大学大学院新領域創成
科学研究科)

<L21>森林生態系保全のための
シカ捕獲目標頭数の算出 :岸本
康誉ら(兵庫県立大学 自然・環境
科学研究所)

<M20>スギ高密度連鎖地図情報
を利用した雄性不稔遺伝子近傍
マーカーの探索 :森口 喜成ら(森
林総研)

13:45 <H20>Landsat ETM+による森林
分布図作成と林分材積推定 :田
中 真哉ら(森林総合研究所)

<I15>木本植物における放射性セ
シウムの吸収と輸送 汚染１年目
の現状:竹中 千里ら(名古屋大学
大学院生命農学研究科)

<J11>落葉広葉樹林を対象とした
林分レベルでのオゾン吸収量の
推定 :小松 雅史ら(森林総合研究
所)

<K22>一次遷移過程における外
生菌根菌の埋土胞子 :奈良 一秀
ら(東京大学)

<L22>囲いわなを用いた森林内で
の効率的捕獲手法の検討 :阿部
豪(兵庫県立大学)

<M21>4塩基繰返しマイクロサテラ
イト(SSR)による福岡県のスギ在
来品種および精英樹の
genotyping :山下 実穂ら(九州大
学農学部)

14:00 <H21>森林資源モニタリング調査
データを用いたスギ人工林成長
パターンの地域比較 :北原 文章
ら(森林総合研究所　四国支所)

<I16>福島県内の森林の堆積有
機物と土壌における放射性セシ
ウム分布の特徴 :金子 真司ら(森
林総合研究所)

<J12>葉の表面に付着する水滴
を介したオゾン影響の重要性 :久
米 篤ら(九州大学大学院農学研
究院環境農学部門)

<K23>cmスケールにおける外生
菌根バイオマスの空間分布構造 :
岡田 慶一ら(信州大学農学部)

<L23>集水域ディフェンスが植物
多様性に及ぼす効果 :阪口 翔太
ら(京都大学大学院　農学研究科
森林科学専攻)

<M22>カラマツの球果採取時期と
種子の成熟度 :生方 正俊ら(森林
総合研究所林木育種センター)

14:15 <H22>炭素固定能が高いグイマツ
雑種F1の炭素貯蔵量を成長量と
気温から推定する :来田 和人ら
(北海道立総合研究機構林業試
験場)

<I17>スギ林、アカマツ林のバイオ
マス中の放射性セシウムの福島
第1原子力発電所事故後の分布
とスギの葉の寿命 :清野 嘉之ら
(森林総研)

<J13>開放系オゾン暴露実験によ
るブナを対象とした光合成速度と
気孔応答へのオゾンの影響 :星
加 康智ら(北海道大学大学院農
学研究院)

<K24>露岩上に更新したコメツガ
稚樹に共生する外生菌根菌の詳
細分布と菌種の偏り :吉田 尚広ら
(東京大学大学院農学生命科学
研究科)

<L24>集水域ディフェンスが森林
小流域の降雨流出過程に及ぼす
影響 :境 優ら(京都大学大学院
地球環境学堂・学舎)

<M23> Phylogeographic structure
of Quercus serrata in Japan
inferred from chloroplast DNA
variation  :Maldia Lerma San Jose
et al .(Forestry and Forest
Products Research Institute)

14:30 <H23>日本全国スケールでのス
ギ・ヒノキ・カラマツ林炭素動態シ
ミュレーションにおける林業振興
の影響  :光田 靖ら(森林総合研
究所)

<I18>福島第一原発事故後の樹
幹の放射性セシウム濃度 :黒田
克史ら(森林総合研究所)

<J14>ブナ苗の光合成活性と窒素
代謝に対するオゾンと土壌への
窒素負荷の複合影響 :山口 真弘
ら(東京農工大学 農学府・農学
部)

<K25>冷温帯スギ・落葉広葉樹混
交林における落葉広葉樹の更新
に外生菌根ネットワークが与える
影響 :國永 知裕ら(京都府立大学
大学院生命環境科学研究科)

<M24>環境と遺伝子の単純モデ
ルによる選抜シミュレーション :山
口 和穂(森林総合研究所　林木
育種センター　関西育種場)

14:45 <H24>温帯域における森林炭素
収支の長期モニタリング 森林総
研フラックスネットワークの10年の
観測:山野井 克己ら(森林総合研
究所)

<I19>川俣町山木屋地区における
住民による森林・農地除染と再生
計画に向けた放射能調査 :小林
達明ら(千葉大学園芸学部)

<J15>グイマツ雑種F1の成長と光
合成に及ぼすオゾンと高CO2の
影響 :小池 孝良ら(北海道大学大
学院農学研究院)

<K26>混合栄養性種ササバギン
ランの菌依存度 :坂本 裕紀ら(東
北大学大学院生命科学科)

<M25>オオシマザクラの生葉から
のシュート再生 :横田 智(森林総
合研究所)

15:00 <H25>マルチ気候シナリオによる
暖候期森林蒸発散量の気候変化
影響評価 :澤野 真治ら(森林総合
研究所)

<I20>森林性鳥獣の課題 ～長期
モニタリング～ ～長期モニタリン
グ～:石田 健(東京大学)

<J16>高二酸化炭素環境下で生
育したシラカンバ苗木の光合成機
能へのオゾン影響評価 :北尾 光
俊ら(独立行政法人森林総合研究
所)

<K27>外生菌根根外菌糸から吸
収されたアミノ酸由来の炭素は宿
主へ受け渡されるか？ :寺本 宗
正ら(東京大学大学院農学生命科
学研究科)

<M26>ヒノキの発根条件の探索
シュート育成時における培地の無
機塩濃度の改変が及ぼす影響:茂
木 靖和(岐阜県森林研究所)

15:15 <H26>気候温暖化の自然林への
影響予測から適応策へ :田中 信
行ら(森林総合研究所)

<J17>Insensible response of
euclaypts species to elevated
[O3] as compare with elevated
[CO2] may not reflect the actual
defense cascade :Novriyanti Eka
et al .(Graduate School of
Agriculture, Hokkaido University)

<K28>菌根共生の動態を次世代
シーケンシングで解き明かす :東
樹 宏和ら(京都大学)

15:30 <H27>MODISデータを利用した森
林の葉開日のモニタリング －岐
阜県を対象とした解析例－:粟屋
善雄ら(岐阜大学流域圏科学研究
センター)

<J18>落葉樹種に対する高濃度
の二酸化炭素とオゾンによる単独
および複合作用 :川口 光倫ら(北
海道大学大学院農学院)

15:45 <H28>温暖化により被害拡大が
危惧される森林・林業害虫につい
て :北島 博ら(森林総合研究所)

16:00 <H29>緑陰の温熱環境改善機能
を評価し暑熱シェルターとして利
用する :岡野 通明ら(森林総合研
究所)

16:15

16:30

16:45

会場

*発表時間の厳守をお願い致します。
テーマ別シンポジウムについては発表の順序を示しており時間の配分はテーマ毎に異なります。
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研究発表題目（ポスター発表P1グループ）３月２７日(12:00～17：00），コアタイム12:30～13:30

生理
(Pa074～Pa085)

<Pa001>亜高山帯常緑針葉樹林
に生息する落葉分解性大型菌類
のリグニン分解特性 :大園 享司
(京都大学生態学研究センター)

<Pa016>常緑広葉樹二次林から
なる源頭部小流域での窒素収支 :
高木 正博(宮崎大学農学部)

<Pa031>丹沢堂平地区のブナ林
斜面における林床合計被覆率を
用いた表面流出量と土壌吸引圧
の変化 :海 虎ら(東京農工大学)

<Pa034>タイにおける新鮮葉の安
定炭素同位体比（δ13C） :酒井
正治ら(森林総合研究所)

<Pa049>小笠原諸島西島におけ
る外来草食動物駆除後の樹木の
更新状況 :安部 哲人(森林総合研
究所九州支所)

<Pa064>ブラジル・アマゾンの熱
帯雨林における細根現存量の地
域差 :野口 英之ら(独立行政法人
森林総合研究所)

<Pa074>苗場山ブナ樹冠における
光合成特性と生理特性の空間変
異 :五島 文子ら(静大農)

<Pa002>窒素飽和した森林が下
流域の河川水質に与える影響
多々良川流域における事例研究:
智和 正明ら(九州大学演習林)

<Pa017>湿地林におけるヤチダモ
樹幹からのメタン放出の律速要因
:寺澤 和彦ら(北海道立総合研究
機構　林業試験場)

<Pa032>マレーシア・ランビル国立
公園小流域における土壌水、地
下水、渓流水の高濃度硫酸の起
源と生成機構 :五名 美江ら(東京
大学大学院農学生命科学研究科
附属演習林生態水文学研究所)

<Pa035>クヌギ・アベマキ交雑帯
に生育するクヌギ節樹木の形態と
遺伝子型 :齊藤 陽子ら(東大・院・
農)

<Pa050>遺伝・形態情報から探る
アカガシとツクバネガシの種間交
雑の可能性  :玉木 一郎ら(岐阜
県立森林文化アカデミー)

<Pa065>秩父山地におけるオノオ
レカンバの遺伝的多様性と遺伝
構造 :五十嵐 隼ら(東京大学大学
院農学生命科学研究科)

<Pa075>ブナ個葉の分光反射特
性を用いたキサントフィル色素の
推定 :野口 猛(静岡大学農学部)

<Pa003>比重分画を用いた土壌
炭素蓄積の評価 熱帯季節林域
における立地との対応:鳥山 淳平
ら(森林総合研究所)

<Pa018>環境放射線モニターを用
いた落葉および表層土壌中の放
射性物質量の簡易測定 :市川 貴
大ら(とちぎ農林倶楽部)

<Pa033>愛知県渥美半島堀切海
岸海岸防災林における林分構造
と土壌環境 :中島 有美子ら(東京
都市大学大学院)

<Pa036>森林伐採からの回復過
程における低木層クモ群集の変
化 捕食機能群に注目した解析:原
口 岳ら(京都大学生態学研究セ
ンター)

<Pa051>Monitoring of biodiversity
using LandsatTM image and field
measurements for REDD+ :田中
厚志ら(京都大学大学院　農学研
究科)

<Pa066>ラオス焼畑栽培システム
における各炭素フラックスの時系
列変化 :浅井 英利ら(名古屋大学
農学国際教育協力研究センター)

<Pa076>ブナの堅果形成における
当年枝の炭素窒素収支 :古川 翔
子ら(静岡大学)

<Pa004>メタ解析による熱帯造林
木の地上部バイオマス中の窒素
とリンの蓄積特性 植物グループ
および土壌の影響評価:稲垣 昌
宏ら(森林総合研究所九州支所)

<Pa019>都市林生態系への物質
流入過程における樹冠の役割 :
今村 直広ら(東京大学　農学生命
科学研究科)

<Pa037>本州中部多雪地域の里
山二次林におけるカタクリの分布
と環境 :長谷川 幹夫ら(富山県農
林水産総合技術センター森林研
究所)

<Pa052>京都市近郊林における
ブナ科樹木に対する種子食昆虫
相の把握とその食害が実生更新
に及ぼす影響 :今井 龍夫ら(京都
府立大学大学院生命環境科学研
究科)

<Pa067>落葉採集を目的とした農
用林の利用変遷と林分構造  -栃
木県那須烏山市の中山間地域を
例にして-:水野 研介ら(宇都宮大
学院農)

<Pa077>AE法によるキャビテー
ションの発生評価とその発生要因
解析 :辻村 史晃ら(静岡大学　農
学部)

<Pa005>カラマツ人工林における
切り捨て間伐材の細片化と分解
速度 :村松 義昭ら(筑波大学　生
命環境科学研究科)

<Pa020>林地残材の収穫に伴うス
ギ林土壌への初期影響 :山田 毅
ら(森林総合研究所東北支所)

<Pa038>ハリケーンカトリーナがミ
シシッピ川湿地林におよぼした影
響と外来樹種の侵入 :崎尾 均ら
(新潟大学農学部)

<Pa053>伊豆天城山ブナ林の林
相と齢構造 :渡邉 邦宏ら(東京大
学大学院農学生命科学研究科)

<Pa068>異なる組成を持つ二つの
近接林分における枯死木上の植
物定着 :井上 太樹ら(北海道大学
環境科学院)

<Pa078>ブナ樹冠における水ポテ
ンシャルのシュート間変異 :今川
弥麿斗(静岡大学農学部)

<Pa006>森林吸収源インベントリ
事業の全5年間の調査結果の解
析(2) 堆積有機物の炭素蓄積量と
その分布:南光 一樹ら(森林総合
研究所)

<Pa021>土壌水中の無機態窒素
濃度 採水手法による違い:釣田
竜也ら(森林総合研究所九州支
所)

<Pa039>カラマツの葉面積三次元
分布と受光可能量 地上レーザス
キャナによる測定:望月 貴治ら(静
岡大学農学部)

<Pa054>菌類によるアカマツ倒木
の分解が倒木上に生育するコケ
群集に与える影響 :深澤 遊ら(東
北大学)

<Pa069>屋久島におけるアコウの
遺伝的多様性維持機構 :金谷 整
一ら(（独）森林総合研究所　九州
支所)

<Pa079>丹沢山系檜洞丸におけ
るブナの水分生理状態 :城向 光
弥ら(京都府立大学大学院生命環
境科学研究科)

<Pa007>Static closed chamberに
よる林床面蒸発量測定の可能性
:玉井 幸治(森林総合研究所)

<Pa022>シカによる森林下層植生
の衰退が降雨イベント時における
懸濁態物質の濃度と組成に与え
る影響 :橋本 智之ら(京都大学大
学院農学研究科)

<Pa040>カラマツ伐採跡地におけ
る広葉樹の天然更新 :今 博計ら
(北海道立総合研究機構林業試
験場)

<Pa055>核マイクロサテライト変
異によって明らかにされた日本の
シラカンバ集団の地理的構造 :平
岡 宏一ら(森林総合研究所林木
育種センター)

<Pa070>ソメイヨシノの自家不和
合性およびサクラ属野生種との交
雑親和性 :鶴田 燃海ら(岐阜大学
応用生物科学部)

<Pa080>Populus alba L. 挿し穂へ
のHoagland溶液処理による萌芽
率の向上 :村田 直樹ら(鳥取大学
大学院連合農学研究科)

<Pa008>熱帯泥炭湿地に生育す
るMelaleuca cajuputiの樹体から
のメタン放出 :則定 真利子ら(東
京大学)

<Pa023>ヒノキ人工林における間
伐による浸透能変化の把握 :平岡
真合乃ら(筑波大学大学院生命環
境科学研究科)

<Pa041>光合成能力別の葉量を
考慮したブナ樹冠における光合
成 :楢本 正明ら(静大農)

<Pa056>龍良山照葉樹林におけ
る樹冠投影図を用いた林冠層の
種多様性の評価 :茅原 聡人ら(三
重大学大学院生物資源学研究
科)

<Pa071>日本産樹木ＤＮＡバー
コーディング －　 2011年度
rbcL,matK,trnH-psbA　－:吉村 研
介ら(森林総合研究所)

<Pa081>ミシシッピ氾濫原に分布
する在来種ヌマミズキと侵入種ナ
ンキンハゼ、センダンとの耐塩性
比較 :山本 福壽ら(鳥取大学農学
部)

<Pa009>森林吸収源インベントリ
事業の全5年間の調査結果の解
析(3) 土壌の炭素蓄積量とその分
布:三浦 覚ら(森林総合研究所)

<Pa024>間伐率の異なるヒノキ林
における生葉炭素安定同位体比
の変化 :稲垣 善之ら(森林総合研
究所)

<Pa042>洪水撹乱による光環境
の変化に対するヤナギの成長戦
略 :田中 幹展ら(北海道大学)

<Pa057>非同化器官からみたブ
ナ樹冠の3次元葉クラスター構造
:太田 祐介ら(静岡大学農学部)

<Pa072>絶滅危惧種ハナガガシ
の最近10年間の個体群動態 :伊
藤 哲ら(宮崎大学農学部)

<Pa082>樹皮呼吸におけるCO2
の樹液流輸送と樹皮拡散抵抗の
影響 :安達 賀一ら(静岡大学農学
部)

<Pa010>半乾燥地における斜面
位置の違いが樹木の水と窒素の
利用効率に与える影響 :舘野 隆
之輔ら(京都大学フィールド科学
教育研究センター)

<Pa025>森林土壌からの温室効
果ガスフラックスに及ぼす積雪影
響 :阪田 匡司ら(森林総合研究
所)

<Pa043>Tree community
composition as an indicator in
biodiversity monitoring of REDD+
:今井 伸夫ら(京都大学大学院
農学研究科)

<Pa058>富士山南斜面亜高山帯
針葉樹林の林床植生の種組成か
らシカ害を評価する :川口 祥央ら
(静岡大学農学部)

<Pa073>カドミウムストレス下にお
ける外生菌根菌45株の菌糸成長
とカドミウム吸収について :宗 昆
ら(東京大学アジア生物資源環境
研究センター)

<Pa083>カイヅカイブキにおける
成形葉と幼形葉の生理，形態お
よび水分特性の比較 :髙瀬 雅生
ら(九州大学大学院生物資源環境
科学府)

<Pa011>森林吸収源インベントリ
事業の全５年間の調査結果の解
析 枯死木の炭素蓄積量とその分
布:田中 永晴ら(森林総合研究所)

<Pa026>中央カリマンタン択伐林
における土壌炭素動態 :梅田 雅
弘ら(京都大学農学部森林科学科
熱帯林環境学)

<Pa044>分布限界域におけるソヨ
ゴの冬季の光合成活性 :丸田 恵
美子ら(東邦大学理学部)

<Pa059>チシマザサの蒸散特性と
P-V特性による水ストレスの評価
:角田 悠生ら(静岡大学農学部)

<Pa084>4重ヒーターを用いた茎
熱収支法の改良設計 :西岡 一洋
ら(静岡大学農学部)

<Pa012>竹林の透能および落葉
層の特徴 :佐々木 重行ら(福岡県
森林林業技術センター)

<Pa027>Acacia mangium と
Eucalyptus pellitaの植栽が土壌
養分環境に与える影響の比較 :
佐々木 卓也ら(京都大学大学院
農学研究科)

<Pa045>Retrieval of biochemicals
for assimilating branches of
Haloxylon ammodendron through
inversed radiative transfer models :Li
Pingheng et al .(Graduate School
of Science and Technology,
Shizuoka university)

<Pa060>針葉樹人工林によって断
片化した広葉樹林におけるカスミ
ザクラの花粉流動と種子生産 :永
光 輝義ら(森林総合研究所)

<Pa085>Differences in physiological
characteristics of containerized and
bare root seedlings of Zelkova tree
(Zelkova serrata) planted in
regenerated pitch pine plantation
:Hwang Jaehong et al .(Korea
Forest Research Institute)

<Pa013>北海道北部における森
林施業が河川への栄養塩流出に
与える影響 :青山 隼人ら(北海道
大学大学院環境科学院)

<Pa028>森林流域における窒素
流出量に及ぼす出水時の影響程
度 :篠宮 佳樹ら(森林総合研究
所)

<Pa046>Sap flow of Haloxylon
ammodendron and its relation
with environmental factors
:Zheng Chaolei et al .(Graduate
School of Science and
Technology, Shizuoka University)

<Pa061>落葉広葉樹林における
土壌微生物の空間変異 夏期から
秋期にかけて:倉地 公美子ら(静
岡大学)

<Pa014>異なる斜面位置における
小面積皆伐後のヒノキの窒素利
用の変化 :中西 麻美ら(京都大学
フィールド科学教育研究センター)

<Pa029>ヒノキ若齢林の林分構造
と土壌呼吸 :高橋 一太ら(信州大
学農学部)

<Pa047>Soil respiration under
different salining in a typical arid
ecosystem :lu  shuang et
al .(Graduate School of Science &
Technology Shizuoka University)

<Pa062>ギャップから林冠下への
連続的なチマキザサの現存量と
生産構造の変化 :齋藤 智之ら(森
林総研)

<Pa015>福島県におけるインベン
トリ事業５ヶ年間の報告 :今井 辰
雄ら(福島県林業研究センター)

<Pa030>Relationship among soil
aggregate, microbial biomass and
soil carbon contents in Pinus
rigida and Larix kaempferi
plantations in Yangpyeong,
central Korea :Park Chan Woo et
al .(Korea University)

<Pa048>Study the effect of saline
water irrigation on the physiology
and growth of populus euphratica
Oliv. in the arid desert region, China
:LI Junfeng et al .(Graduate
School of Science and
Technology, Shizuoka University)

<Pa063>西日本のブナ天然林に
おける19年間の林分動態 :木下
秋ら(岡山大学農学部)

*ポスターの準備ならびに撤収は速やかにお願い致します。ポスター会場内の掲示場所については当日お知らせいたします。
コアタイムには必ずポスターの前に立ち質疑に応じてください。

Pa，Pb
 ポスター準備10:30～12：00　ポスター掲示12:00～17:00 コアタイム12:30～13:30 ポスター撤収17:00～18:00

立地
(Pa001～Pa033)

生態
(Pa034～Pa073)
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研究発表題目（ポスター発表P1グループ）３月２７日(12:00～17：00），コアタイム12:30～13:30

林政
(Pb001～Pb011)

樹病
(Pb039～Pb053)

<Pa086>1000 年の森を育み、エ
ネルギーと食を自給する地域循
環経済 －那須野ヶ原モデル構想
との連携－:有賀 一広ら(宇都宮
大農)

<Pa101>森林路網作設作業中の
危険に対する認識 :鹿島 潤ら(独
立行政法人森林総合研究所)

<Pb001>栃木県における自営林
家の存在形態 :横塚 久美ら(宇都
宮大学)

<Pb012>正逆交配間でのアカシ
ア・ハイブリッド得苗率の差 :加藤
一隆ら(森林総合研究所林木育種
センター西表熱帯林育種技術園)

<Pb027>異なる育種区におけるヒ
ノキ精英樹家系の樹高成長の違
い －近畿，瀬戸内海育種区にお
ける事例－:久保田 正裕(森林総
合研究所林木育種センター関西
育種場)

<Pb039>ニレ類立枯病菌の日本
産ニレ類への病原性 :升屋 勇人
ら(森林総合研究所森林微生物研
究領域)

<Pa087>三重県における森林作
業道の横断面構造を規定する要
因 :島田 博匡(三重県林業研究
所)

<Pa102>ステレオ写真による樹形
測定 :石川 知明ら(三重大学大学
院　生物資源学研究科)

<Pb002>栃木県「森林環境税」に
おける普及啓発事業の現状と課
題 -宇都宮市内小学校へのアン
ケート調査より-:佐藤 大樹ら(宇
都宮大学)

<Pb013>クヌギ精英樹家系の成
長形質と容積密度の相関反応 間
接選抜効果の予測:山田 浩雄ら
(森林総合研究所林木育種セン
ター北海道育種場)

<Pb028>完全兄弟家系からマツノ
ザイセンチュウ接種検定で選抜し
たアカマツ実生家系の接種検定
生存率の家系変異 :蓬田 英俊(岩
手県林業技術センター)

<Pb040>潮汐による冠水がマング
ローブ葉の内生菌組成に及ぼす
影響 :亀山 統一ら(琉球大学農学
部)

<Pa088>作業道における表土ブ
ロック工法の法面保護効果 :臼田
寿生ら(岐阜県森林研究所)

<Pa103>森林作業道における出
材量と開設費用との関係 :蓮井
聡(北海道立総合研究機構　森林
研究本部　林業試験場　道北支
場)

<Pb003>不在村者所有森林をめ
ぐる行政・森林組合の役割 :柳 里
子ら(宇都宮大学)

<Pb014>関東育種基本区におけ
るスギ精英樹クローンの立木材
質の評価 :三嶋 賢太郎ら(森林総
合研究所　林木育種センター)

<Pb029>スギ成長形質評価に向
けた根系評価および土壌効果の
検討 :大平 峰子ら(森林総合研究
所林木育種センター)

<Pb041>Fomitiporia punctata 接
種によるエゾヤマザクラの辺材腐
朽と枯死 :山口 岳広(森林総合研
究所北海道支所)

<Pa089>林業専用機械（Ponsse
Beaver）を導入したカラマツ人工
林間伐における残存木損傷 :倉
本 惠生ら(森林総合研究所北海
道支所)

<Pa104>林内に椪積みした林地
残材の乾燥過程 :古川 邦明ら(岐
阜県森林研究所)

<Pb004>栃木県内森林組合にお
ける民有林施業共同化の現状と
課題 :大貫 祥明ら(宇都宮大学)

<Pb015>スギ次世代選抜木集団
の育種価と遺伝的多様性の評価
システムの検討 九州育種基本区
をモデルとして:武津 英太郎ら(森
林総合研究所林木育種センター
九州育種場)

<Pb030>ICタグを利用した樹木個
体管理システムの開発 :小野 雅
子ら(森林総合研究所林木育種セ
ンター)

<Pb042>接種枯死した雄花上に
おけるスギ黒点病菌の子実体形
成 :窪野 高徳ら(森林総合研究
所)

<Pa090>森林作業道の路網計画・
踏査におけるGIS・GPSを利用し
たツールの可能性 :山場 淳史ら
(広島県立総合技術研究所　林業
技術センター)

<Pa105>森林作業道作設をともな
う間伐作業の二酸化炭素排出量
日本大学北海道演習林における
ケーススタディ:吉岡 拓如ら(日本
大学生物資源科学部)

<Pb005>天然塗料"漆"をめぐる生
産構造と新たな主体の形成 -国
内のウルシ育成活動の実態調査
より-:荒井 紀子ら(宇都宮大学)

<Pb016>4種類の検定強度でスク
リーニングした一次検定合格個体
のマツノザイセンチュウ抵抗性の
違い :玉城 聡(森林総合研究所林
木育種センター東北育種場)

<Pb031>ヤナギ類におけるバイオ
マス生産品種選抜の試み :矢野
慶介ら(森林総合研究所林木育種
センター北海道育種場)

<Pb043>チャアナタケモドキの培
養特性 :幸 由利香ら(千葉県農林
総合研究センター森林研究所)

<Pa091>空間的関連性解析を用
いた高解像度衛星画像からのサ
ゴヤシ林の抽出 :髙取 慧ら(三重
大学生物資源学部)

<Pa106>新型タワーヤーダを用い
た間伐作業の生産性 :中澤 昌彦
ら(森林総合研究所)

<Pb006>集成材工業の立地変動
とその要因 :嶋瀬 拓也(森林総合
研究所)

<Pb017>発根促進剤の処理が静
岡県産少花粉ヒノキ精英樹のさし
木に与える影響 :袴田 哲司ら(静
岡県農林技術研究所森林・林業
研究センター)

<Pb032>異なる植栽密度で植栽し
た９種子産地のファルカタ（Albizia
falcataria）の植栽６年目までの直
径成長とピロディン貫入値の推移
:千吉良 治ら(独立行政法人林木
育種センター九州育種場)

<Pb044>マツノザイセンチュウを
接種したクロマツ苗木の材線虫病
発病に及ぼすニセマツノザイセン
チュウの影響 :廖 思米ら(東京大
学大学院農学生命科学研究科)

<Pa092>トドマツ人工林の土場に
おけるパルプ丸太の出現傾向 －
林齢と末口径との関係から－:大
野 泰之(北海道立総合研究機構
林業試験場)

<Pa107>自伐林家における林業
機械の共同利用についての検討
:高橋 拓史(東京大学農学部)

<Pb007>インドネシア・中央カリマ
ンタンにおけるFSC認証取得択伐
林業会社による地域発展活動の
現状とその影響 :野草 俊哉ら(京
都大学農学研究科)

<Pb018>SSRマーカーを用いた第
二世代スギ精英樹の系統管理の
可能性 :高橋 誠ら(森林総合研究
所林木育種センター九州育種場)

<Pb033>サクラ栽培品種の成立
に関わった親種に関する研究 :加
藤 珠理ら(森林総合研究所)

<Pb045>モミ丸太より羽化脱出し
たヒゲナガカミキリより分離された
Bursaphelenchus 属線虫 :神崎
菜摘ら(森林総合研究所)

<Pa093>熱処理あるいはヒノキ精
油塗布処理スギ材の耐久性 :市
原 孝志ら(高知県立森林技術セ
ンター)

<Pb008>京都府丹後広域振興局
管内を対象とした路網水準指針
区分図の作成 :梅澤 崇ら(京都府
立大学生命環境学部)

<Pb019>産地試験から得た成長と
形態の特性を統合した利用面か
らの産地評価の試み 有名スギ及
びファルカタ産地試験の事例:栗
延 晋(独立行政法人　森林総合
研究所　林木育種センター)

<Pb034>カラマツ類の着花に影響
する要因の検討 :田村 明ら(森林
総合研究所林木育種センター北
海道育種場)

<Pb046>千葉県の津波被災海岸
林に発生したクロマツ枯死木に生
息する線虫類と穿孔性甲虫類  :
秋庭 満輝ら(森林総合研究所)

<Pa094>ホイール式車両の走行
による土壌への影響 －土壌断面
調査の結果－:戸田 堅一郎ら(長
野県林業総合センター)

<Pb009>Comparison of IPCC
guidelines for forest biomass
inventory in Korea :KIM Raehyun
et al .(Korea Forest Research
Institute)

<Pb020>幼齢の花粉症対策ヒノキ
品種採種木からの種子生産 :西
川 浩己ら(山梨県森林総合研究
所)

<Pb035>熊本県におけるスギ在
来品種のクローン識別および遺
伝的類似性の評価 :松井 由佳里
ら(熊本県林業研究指導所)

<Pb047>ブナ堅果腐敗の林床に
おける分布 :市原 優ら(森林総合
研究所東北支所)

<Pa095>林内走行型ハーベスタ・
フォワーダ作業システムの適応可
能性について :佐々木 尚三ら(森
林総合研究所北海道支所)

<Pb010>Greenhouse Gas
Inventory for Urban Green Areas
in Republic of Korea :Kim Kyeong
Nam et al .(Korea Forest
Research Institute)

<Pb021>気候の異なる２地域にお
ける抵抗性クロマツ実生への接
種実験 :松永 孝治ら(森林総合研
究所林木育種センター九州育種
場)

<Pb036>培養条件の異なるヤツガ
タケトウヒ細胞におけるプロトプラ
スト単離効率の比較と植物体再
分化 :細井 佳久ら(森林総合研究
所)

<Pb048>西ノ浜海岸のクロマツ菌
根に由来するCenococcum
geophilumの異なる温度条件下 に
おける菌糸伸長 :稲葉 智美ら(三
重大学生物資源学部)

<Pa096>森林作業道オペレーター
研修の現状と課題 :斎藤 仁志ら
(一般社団法人　フォレスト・サー
ベイ)

<Pb011>市民団体を中心としたガ
バナンスの構築に向けた地方自
治体の役割 :中川 宏治(滋賀県琵
琶湖環境部)

<Pb022>エゾマツコンテナ苗育成
のための簡易種子選別法 :黒丸
亮ら(北海道立総合研究機構　林
業試験場　道北支場)

<Pb037>マルチキャビティコンテナ
で育成したアオダモの成長パター
ン :福田 陽子ら(森林総合研究所
林木育種センター　北海道育種
場)

<Pb049>Raffaelea quercivora 接
種木における菌糸分布とcryo-
SEMでみた水分布の関係 :高橋
由紀子ら(東京大学大学院新領域
創成科学研究科)

<Pa097>ホイール式車両の走行
による土壌への影響 コーンペネト
ロメータによる計測結果:鈴木 秀
典ら(森林総合研究所)

<Pb023>クロマツEST-SSRの開
発 :渡辺 敦史ら(森林総合研究所
林木育種センター)

<Pb038>絶滅危惧種ヒメバラモミ
の育苗 :勝木 俊雄ら(森林総合研
究所多摩森林科学園)

<Pb050>マツ材線虫病における通
水阻害の発生と水ポテンシャルの
関係 :梅林 利弘ら(東京大学大学
院新領域創成科学研究科)

<Pa098>フォワーダの走行エネル
ギー回生利用の可能性 :毛綱 昌
弘ら(森林総合研究所)

<Pb024>津波により壊滅した福島
沿岸部マツ林調査と再生に向け
たマツノザイセンチュウ抵抗性事
業の方向性 :井城 泰一ら(（独）森
林総合研究所　林木育種セン
ター)

<Pb051>ハナビラタケから新たに
分離されたdsRNAウイルス :横井
寿郎ら(森林総合研究所)

<Pa099>路網作設オペレータ研修
に求められているもの :山口 智ら
(独立行政法人森林総合研究所)

<Pb025>クヌギ挿し木の発根に対
するα-ケトールリノレン酸
(KODA)およびシアナミドの効果 :
山本 茂弘ら(静岡県農林技術研
究所森林・林業研究センター)

<Pb052>スギ黒点病菌の遺伝的
多様性 :廣岡 裕吏ら(森林総合研
究所 森林微生物研究領域)

<Pa100>バイオマス対応型プロ
セッサによる造材・破砕作業の生
産性 :吉田 智佳史ら(森林総合研
究所)

<Pb026>スギ雄花着生量に関与
する遺伝子座の遺伝解析 :伊原
徳子ら(森林総合研究所)

<Pb053>チャアナタケモドキによる
コウヤマキ枝枯病 :服部 力ら(森
林総合研究所関西支所)

*ポスターの準備ならびに撤収は速やかにお願い致します。ポスター会場内の掲示場所については当日お知らせいたします。
コアタイムには必ずポスターの前に立ち質疑に応じてください。

利用
(Pa086～Pa107)

育種
(Pb012～Pa038)

Pa，Pb
 ポスター準備10:30～12：00　ポスター掲示12:00～17:00 コアタイム12:30～13:30 ポスター撤収17:00～18:00
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<Pb054>林齢を指標とした人工林
の表層崩壊防止効果の評価手法
:執印 康裕ら(宇都宮大農)

<Pb069>モウソウチク林における
地表流とバイオマットフローの観
測 :篠原 慶規ら(九州大学農学研
究院)

<Pb084>降雨時の体積含水率測
定値を用いた土壌の水理特性の
推定 :小林 政広ら(独立行政法人
森林総合研究所)

<Pb055>沖縄ヤンバルの森にお
ける皆伐林縁部の風環境 :比嘉
幹彦ら(国頭ツーリズム協会)

<Pb070>竜ノ口山森林理水試験
地における近年の流況曲線の変
動について :細田 育広(森林総合
研究所関西支所)

<Pb085>震災前後のステレオ空
中写真解析による流失林分容積
の推定 :中根 貴雄ら(株式会社
フォテク)

<Pb056>作業路の植生回復と土
砂流出の関係 :小倉 晃ら(石川県
林業試験場)

<Pb071>キャンセル <Pb086>立木密度の異なるチーク
人工林での林内雨量の時空間変
動 :田中 延亮ら(東京大学大学院
農学生命科学研究科附属演習林
生態水文学研究所)

<Pb057>海岸クロマツ林再生のた
めの直播き手法の提案 :水谷 完
治ら(独立行政法人　森林総合研
究所)

<Pb072>多雪山地流域の流出に
関わる降雨条件 :相浦 英春(富山
県農林水産総合技術センター森
林研究所)

<Pb058>北海道の河畔林におけ
るヤナギ類樹木の落葉散布範囲
:阿部 俊夫ら(森林総合研究所北
海道支所)

<Pb073>損失量に着目した対照
流域法の改良と所流域への適用
:上田 渉多ら(名古屋大学院生命
農学研究科)

<Pb059>寒冷環境が防雪林の初
期成長に与える影響 :鳥田 宏行
ら(北海道立総合研究機構　森林
研究本部)

<Pb074>流域面積の異なる3小流
域における降雨イベント時の水質
形成機構の相違 :岩﨑 健太ら(京
都大学大学院農学研究科)

<Pb060>カンボジア国低地落葉林
における樹冠コンダクタンスの季
節変化 :飯田 真一ら(森林総合研
究所)

<Pb075>三次元浸透計算による
斜面土層の不均質な透水性分布
の推定 :正岡 直也ら(京都大学農
学研究科)

<Pb061>災害の「非日常性」を社
会の「日常性」の中でどう捉える
べきなのか？ 森林量水試験の扱
いにみる問題点の抽出:田中 隆
文ら(名古屋大学大学院生命農学
研究科)

<Pb076>花崗岩および中古生層
を地質とする山地小流域の基岩
地下水動態 :小杉 賢一朗ら(京都
大学農学研究科)

<Pb062>関東地方のスギ林にお
ける乱流変動法によるメタンフラッ
クス観測の試行 －オープンパス
機器とクローズドパス機器の比較
－:清水 貴範ら(森林総合研究所)

<Pb077>2011年3月12日長野県
北部地震によって生じた地すべり
変動 :岡本 隆ら(森林総合研究所
東北支所)

<Pb063>壮齢のヒノキ人工林と広
葉樹二次林における蒸発散量の
比較 :西田 佐弥紀ら(宮崎大学農
学研究科)

<Pb078>スギ人工林における間
伐前後の蒸散量の比較 :野方 麻
里(九州大学福岡演習林)

<Pb064>アジアモンスーン地域の
森林における季節進行に伴う熱
収支特性の変化 カンボジア低地
乾燥常緑林における観測事例:延
廣 竜彦ら(森林総合研究所)

<Pb079>列状間伐が残存木にお
よぼす強風の影響の風洞実験に
よる評価 :鈴木 覚ら(森林総合研
究所)

<Pb065>常陸太田試験地におけ
る間伐に伴う水流出の変化 :久保
田 多余子ら(森林総合研究所東
北支所)

<Pb080>東北地方太平洋沖地震
による岩手県の海岸林の被害状
況 空中写真の分析を基に:小澤
洋一(岩手県林業技術センター)

<Pb066>ヒノキ林の皆伐および広
葉樹植栽後3年間の表面侵食量
の変化 :藤堂 千景ら(兵庫県立農
林水産技術総合センター)

<Pb081>源頭部小河川における
樹木遺体由来ステップの動態 3
年間の調査結果:芳賀 弘和ら(鳥
取大学)

<Pb067>タワーデータから算定し
た群落炭素収支機能パラメータ :
中井 裕一郎ら(森林総合研究所)

<Pb082>九州のスギ・ヒノキ人工
林におけるCO2フラックス観測 :北
村 兼三ら(森林総合研究所)

<Pb068>山岳域における凍結融
解に伴う土砂移動とそれへの地
形の影響 :今泉 文寿ら(筑波大学
生命環境系)

<Pb083>東シベリア南部のカラマ
ツ林における群落蒸発散 :小谷
亜由美ら(名古屋大学)

Pa，Pb
 ポスター準備10:30～12：00　ポスター掲示12:00～17:00 コアタイム12:30～13:30 ポスター撤収17:00～18:00

防災
(Pb054～Pb086)

*ポスターの準備ならびに撤収は速やかにお願い致します。ポスター会場内の掲示場所については当日お知らせいたします。
コアタイムには必ずポスターの前に立ち質疑に応じてください。
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研究発表題目（ポスター発表P2グループ）３月２８日(11:30～16：30），コアタイム12:00～13:00

風致
(Pa108～Pa109)

<Pa108>各県の保護管理計画に
見るツキノワグマ出没への対応に
ついて :福田 夏子ら(岐阜大学流
域圏科学研究センター)

<Pa111>スギ人工林の管理と花
粉生産：多雄花木間伐による抑制
効果について  :梶本 卓也ら(森林
総合研究所)

<Pa126>ヒノキ樹冠の3次元葉分
布構造が風速に伴う抗力係数の
変化に与える影響 :岩間 慎太郎
ら(静岡大学農学部)

<Pa141>コナラの伐採年齢が萌芽
再生に与える影響 :小谷 二郎(石
川県)

<Pa156>三重県大台町における
長伐期施業適地の抽出 成長及
び虫害と立地環境の関係:土田
遼太ら(京都府立大学大学院生命
環境科学研究科)

<Pa109>リゾートホテルの実施す
る森林レクリエーションプログラム
:小川 知子ら(株式会社　当間高
原リゾート)

<Pa112>Genetic diversity and
genetic structure of the endangered
conifer, Maire Yew (Taxus chinensis
var. mairei), populations and its
response to human disturbance
:Wen  Yafeng et al .(Forestry and
Forest Products Research
Institute)

<Pa127>富士山南麗冷温帯林に
おけるカエデ属の分布様式と生
理特性 :大藏 大ら(静岡大学農学
部)

<Pa142>過去60年間無間伐の90
年生ヒノキ人工林における間伐後
の成長 :渡邉 仁志ら(岐阜県森林
研究所)

<Pa157>アレルゲンフリーのスギ
個体作出を目指した形質転換体
の開発 :丸山　E. 毅ら(森林総合
研究所　生物工学研究領域)

<Pa113>ヒノキ人工林のギャップ
地に発達した異なる種組成からな
る低木群落内の光の時空間変異
:川井 祐介ら(静岡大学造林学研
究室)

<Pa128>主伐期におけるトドマツ
及びカラマツ人工林の蓄積に影
響する要因解析 :津田 高明ら(北
海道立総合研究機構　林業試験
場)

<Pa143>ヒノキ人工林における間
伐及び下層刈払い1年後の林床
被覆の回復とそれに伴う雨滴侵
食の軽減 :木崎 巧治ら(宮崎大学
大学院農学研究科)

<Pa158>奥秩父亜高山帯林にお
ける帯状天然更新地の現状 :佐
藤 剛ら(日本大学)

立地
(Pa110)

<Pa114>日本海側と太平洋側間
の相互移植がブナ苗木の生残と
成長に及ぼす影響 :小山 泰弘ら
(長野県林業総合センター)

<Pa129>人工林の広葉樹林化に
ともなう公益的機能の変移 表土
流出防止機能・生物多様性保全
機能:上野 満ら(山形県森林研究
研修センター)

<Pa144>施肥処理をしたフタバガ
キ科稚樹の光環境の変化に対す
る光合成特性の変化 :米田 令仁
ら(国際農林水産業研究センター)

<Pa159>ササ繁茂地において道
端がブナの更新に与える影響 :倉
岡 聡ら(日本大学大学院)

<Pa110>森林流域における溶存
有機態炭素の質的動態の解明
三次元蛍光光度法とPARAFACに
よる解析:石田 大樹(京都大学農
学部)

<Pa115>小面積皆伐跡地におけ
るケヤキ稚樹と雑草木との競合 :
國崎 貴嗣ら(岩手大学農学部)

<Pa130>スギ林における林床の
光環境と植生に対する強度間伐
の影響 :作田 耕太郎ら(九州大学
大学院農学研究院)

<Pa145>Establishment and
growth response of Korean pine
(Pinus koraiensis) seedlings in
clear-cut pitch pine plantation
:Hwang Jaehong et al .(Korea
Forest Research Institute)

<Pa160>固定カメラによるカラマツ
樹冠のシュートフェノロジーおよび
個葉生理活性の定点観測 :増井
僚ら(信州大学　農学研究科)

<Pa116>落葉広葉樹苗木におけ
る成長および飽和光合成速度の
被陰応答性 :田中 格(山梨県森林
総合研究所)

<Pa131>日本海側の海岸林に生
育可能な広葉樹の成長経過 :渡
部 公一ら(山形県森林研究研修
センター)

<Pa146>スギ成長形質評価に向
けた位置効果の検討 :三浦 真弘
ら(森林総合研究所林木育種セン
ター)

<Pa161>80年生スギ個体の葉現
存量分布と一次枝内葉齢構成 :
白旗 学ら(岩手大・農)

特用林産
(Pa210～Pa214)

<Pa117>間伐強度の違いがスギ
個体成長に及ぼす影響 東京農
業大学奥多摩演習林の間伐試験
地の調査事例:村尾 未奈ら(東京
農業大学農学研究科林学専攻)

<Pa132>バイオマス造林樹種ヤナ
ギのガス交換特性 :上村 章ら(森
林総合研究所北海道支所)

<Pa147>Effect of soil properties on
the growth of Japanese larch (Larix
leptolepis) seedlings in the harvested
pitch pine (Pinus rigida) and
Japanese larch plantations :Hwang
Jaehong et al .(Korea Forest
Research Institute)

<Pa162>ヒノキ人工林ギャップ周
辺の広葉樹稚樹及び低木の分布
特性と光合成特性 低コストの針
広混交林造成法を評価するため:
陳 凡ら(静岡大学農学研究科造
林学研究室)

<Pa210>岩手県矢巾町で行った
乾シイタケ原木栽培における子実
体の一代（５年間）発生量 :高橋
健太郎ら(岩手県林業技術セン
ター)

<Pa118>2010年末からの大雪に
より岩手県北部で発生した冠雪
害 スギ・カラマツ・アカマツの樹種
別の被害形態:櫃間 岳ら(森林総
合研究所東北支所)

<Pa133>マイマイガによる食害後1
年を経過したカラマツ類幼齢木の
生残と成長 :石濱 宣夫ら(北海道
立総合研究機構林業試験場)

<Pa148>Competition Index and
Stand Structure at Different
Elevations of the Korean
Pine(Pinus koraiensis) Natural
Forest, South Korea :Kim Hyun
Seop et al .(Korea Forest
Research Institute)

<Pa163>Acacia mangium 植林地
における収穫残渣の分解過程 伐
採後裸地と下刈りの影響および
森林内環境との比較:金子 隆之ら
(京都大学農学研究科)

<Pa211>バカマツタケの菌糸伸長
および胞子形成への窒素源の影
響 :山中 高史ら(奈良県森林技術
センター)

<Pa119>岐阜県御嶽山山麓にお
ける大面積森林伐採跡地の埋土
種子集団 :石田 仁ら(岐阜大学)

<Pa134>２６年生カツラ人工林の
成長過程 :大洞 智宏ら(岐阜県森
林研究所)

<Pa149>100年生ヒノキ人工林下
におけるヒノキ稚幼樹の動態につ
いて :須崎 智応ら(関東森林管理
局森林技術センター)

<Pa212>クロマツの菌根菌の土壌
浸食防止効果について(予報) 開
放系での菌根形成抑制技術の開
発:明間 民央ら(森林総合研究所)

<Pa120>秋田スギ高齢級人工林
における10年間の成長特性 :澤
田 智志(秋田県農林水産技術セ
ンター森林技術センター)

<Pa135>台風想定下の根返り
モーメントにおける要因評価 ～樹
幹動揺・降雨を考慮した立木引き
倒し試験～:砂岡 勇輝ら(静岡大
学　農学部)

<Pa150>不織布ロングポットを使
用した広葉樹苗木の生産 :池本
省吾ら(鳥取県農林総合研究所林
業試験場)

<Pa213>複数領域を用いたマツタ
ケ近縁種の系統解析 :太田 祐子
ら(森林総合研究所)

<Pa121>The relationship between
the litter's physical character and
its CO2 release in beech forest
of Naeba :Liu  Gang et
al .(Agriculture department,
Shizuoka University)

<Pa136>スギ一斉林におけるソル
ビタン脂肪酸エステル散布による
雄花抑制効果評価手法の検討 :
遠藤 良太ら(千葉県農林総合研
究センター森林研究所)

<Pa151>カラマツ人工林における
材質モデリング :八坂 通泰ら(道
立総合研究機構林業試験場)

<Pa214>マツタケのシロから分離
したクサレケカビ属真菌が2員培
養でアカマツに形成した菌根様構
造 :藤田 徹(京都府農林水産技術
センター 農林センター 森林技術
センター)

<Pa122>茨城県における密度の
異なるサワラ高齢人工林の動態 :
太田 敬之ら(森林総合研究所)

<Pa137>間伐率の異なる海岸クロ
マツ林内に植栽された常緑広葉
樹の生残と成長 :早川 まどから
(新潟大学農学部)

<Pa152>常緑広葉樹アラカシ・シ
ラカシの遺伝的多様性と遺伝構
造 :松本 麻子ら(森林総合研究
所)

<Pa123>カラマツおよびトドマツ人
工林の林齢-立木密度の関係を
予測する :滝谷 美香ら(道総研
林業試験場)

<Pa138>過密スギ人工林の林分
構造について 愛媛県における事
例:石川 実ら(愛媛県農林水産研
究所林業研究センター)

<Pa153>ケニア半乾燥地における
人工林の林分構造と成長経過 :
溝淵 俊彰ら(岡山大学大学院 環
境学研究科)

<Pa124>アカシア・マンギウム人
工林の下層における植生の回復
状況 インドネシア東カリマンタン
州における事例:五十嵐 哲也(森
林総合研究所)

<Pa139>過密人工林における間
伐後の直径成長量 :大矢 信次郎
ら(長野県林業総合センター)

<Pa154>光透過条件で調整する
スギ林冠構造と開空度のシミュ
レーション :川﨑 達郎ら(独立行政
法人森林総合研究所)

<Pa125>スギ人工林皆伐後7年間
の天然更新稚樹の動態 :高橋 由
佳ら(富山県農林水産総合技術セ
ンター森林研究所)

<Pa140>広葉樹が混交した針葉
樹人工林における樹木の成長過
程 :加藤 聡美ら(北海道大学　環
境科学院)

<Pa155>大径化したウバメガシの
伐り株における萌芽発生量 :中森
由美子ら(和歌山県農林水産総合
技術センター林業試験場)

Pa，Pb
 ポスター準備10:00～11：30　ポスター掲示11:30～16:30 コアタイム12:00～13:00 ポスター撤収16:30～17:30

*ポスターの準備ならびに撤収は速やかにお願い致します。ポスター会場内の掲示場所については当日お知らせいたします。
コアタイムには必ずポスターの前に立ち質疑に応じてください。

造林
(Pa111～Pa163)
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研究発表題目（ポスター発表P2グループ）３月２８日(11:30～16：30），コアタイム12:00～13:00

<Pa164>栃木県高原山におけるヒ
ノキ人工林群状択伐後10年間の
広葉樹の天然更新経過 :吉田 弘
一ら(宇都宮大農)

<Pa179>亜熱帯島嶼域における
生物季節の長期変動 :松本 一穂
(琉球大学農学部)

<Pa194>分布北限域ブナ孤立林
の樹齢構造 :松井 哲哉ら(森林総
合研究所北海道支所)

<Pa209>ウエツキブナハムシは産
卵選択をしているのか？ :清野 陽
介ら(山形大学院農学研究科)

<Pb134>三重県におけるヒノキ剥
皮害の実態と伸縮性ポリエチレン
ネットによる防除の試み :福本 浩
士(三重県林業研究所)

<Pb149>ヒノキ人工林におけるシ
カの採食が下層植生上の節足動
物群集に及ぼす影響 :片桐 奈々
ら(名大院生命農)

<Pb164>暖温帯における森林の
発達段階と鳥類の種の多様性 針
葉樹人工林と二次林の比較:佐藤
重穂(森林総合研究所四国支所)

<Pa165>奥日光亜高山帯林にお
ける人為撹乱と林相タイプ :田宝
遼ら(宇都宮大農)

<Pa180>天然生針広混交林の炭
素貯留量の長期変化 経時的な
変化の評価と将来予測:南雲 未
智ら(北海道大学大学院環境科学
院)

<Pa195>紅海沿岸におけるヒルギ
ダマシ（Avicennia marina
(Forssk.) Vierh.）林の遺伝的多様
性 :石原 愛子ら(岡山大学農学
部)

<Pb135>標高1,000m付近の地域
に発生したカシノナガキクイムシ
によるミズナラの枯損被害 :松浦
崇遠ら(富山県農林水産総合技術
センター森林研究所)

<Pb150>ナラ枯れ被害木の薪処
理によるカシノナガキクイムシの
駆除効果 :大橋 章博ら(岐阜県森
林研究所)

<Pb165>クマ剥ぎ激害地における
被害発生環境の特徴 :野村 和正
ら(岐阜大学応用生物科学部)

<Pa166>シカの食性解析における
DNAバーコーディングの有用性 :
中原 文子ら(京都大学農学部森
林生物学研究室)

<Pa181>地球温暖化にともなう地
温上昇で土壌微生物呼吸はどう
変化するか? (_III_) :大類 光平ら
(静岡大学)

<Pa196>芦生幽仙谷集水域天然
林の動態(lll) :小出 和彰ら(京都大
学大学院農学研究科)

<Pb136>マツ材線虫病北限付近
における枯死木発生の季節変動
とマツノマダラカミキリの寄生 :星
崎 和彦ら(秋田県立大学)

<Pb151>ニホンジカは歩きやすい
箇所で樹皮剥皮する :岡田 充弘
ら(長野県林総セ)

<Pb166>プラタナスグンバイの随
伴菌相 世代間および地域間の比
較:菊池 和史ら(名古屋大学農学
部生物環境科学科森林保護学研
究分野)

<Pa167>Genetic relationships
among sympatric variations of
Acer mono Maxim growing in
Chichibu Mountains and Central
Hokkaido :Liu  Chunping et
al .(the University of Tokyo)

<Pa182>モンゴル国マンダルゴビ
地域のKey resourceとしての草本
群落における水・養分利用特性 :
田中(小田) あゆみら(東京大学大
学院　農学生命科学研究科)

<Pa197>生立木における材の腐
朽 北海道の天然生混交林におけ
る林分動態との関係:吉田 俊也
(北海道大学北方生物圏フィール
ド科学センター)

<Pb137>ブナ属2種の種子食性小
蛾類相-日本海・太平洋型ブナ林
の比較- :山路 貴大ら(宇都宮大
学院農)

<Pb152>新潟県におけるクマ剥ぎ
被害の特徴 :竹内 翔ら(新潟大学
自然環境科学)

<Pb167>樹幹注入した穿入生存
木におけるカシノナガキクイムシ
繁殖成功度_II_ 注入量の違いによ
る効果:衣浦 晴生ら(森林総合研
究所関西支所)

<Pa168>Anlysis of 3D
architecture of branch system for
four evergreen broad-leaved tree
species in central Japan.
:Rahman Lutfar et al .(Graduate
School of Horticulture, Chiba
University)

<Pa183>鳥取県大山町のアカマツ
林におけるマツ枯れ後の植生変
化 :川口 英之ら(島根大学生物資
源科学部)

<Pa198>中国新疆ウイグル自治
区・アイディン湖周辺に生育する
タマリスク種の適合溶質蓄積 :岩
永 史子ら(鳥取大・乾燥地研)

<Pb138>広島県におけるナラ類集
団枯損の分布と拡大経過 :亀井
幹夫(広島県立総合技術研究所
林業技術センター)

<Pb153>日本未記録のナガキクイ
ムシPlatypus koryoensisの発見と
コナラの被害 :後藤 秀章ら(独立
行政法人森林総合研究所九州支
所)

<Pb168>鳥類多様性と林齢の関
係 生物多様性保全のための地
域森林管理手法の構築に向けて:
豊島 悠哉ら(北海道大学農学院)

<Pa169>マレーシアサラワク州に
おける焼畑放棄二次林の地上部
と地下部バイオマスの回復過程 :
田中 憲蔵ら(森林総合研究所)

<Pa184>天橋立クロマツ林での土
壌表層除去後のクロマツ細根再
生量 :糟谷 信彦ら(京都府立大
学)

<Pa199>ブナ林内におけるチシマ
ザサのバイオマス空間変異に及
ぼす環境要因の影響 :石田 純樹
ら(静岡大学農学部)

<Pb139>種子食性野ネズミの行
動圏特性と堅果運搬能力 :大石
圭太(鹿児島大学大学院連合農
学研究科)

<Pb154>野ネズミに対するクリお
よびミズナラ堅果の供試実験 ―
虫害とササの被覆に着目して―:
柏木 晴香ら(名大農)

<Pb169>エゾシカによるカラマツ
植栽木の食害に地形と土地利用
が与える影響 :亀岡 類ら(北海道
大学農学部)

<Pa170>ヒノキ林における土壌の
乾燥が樹液流の時空間変動に及
ぼす影響 ‐単木スケールにおけ
る検討‐:鶴田 健二ら(九州大学農
学部附属演習林)

<Pa185>皆伐したナラ枯れ林分の
下層植生における木本樹種の動
態 :帆苅 萌絵ら(新潟大学大学院
自然科学研究科)

<Pa200>Fine root biomass and
respiration of a Pinus densiflora
forest in central Korea Fine root
biomass and respiration:Noh Nam
Jin et al .(Dept. of Environmental
Science and Ecological
Engineering, Korea University)

<Pb140>奥日光シカ食害地にお
けるシカ侵入防止柵の設置時期
がササの回復に及ぼす影響 :長
嶋 恵里子ら(栃木県林業セン
ター)

<Pb155>海上の森のチョウ相 ナラ
枯れ発生地の植生との関係:針谷
綾音ら(名大院生命農)

<Pb170>ニホンジカの侵入防止技
術の検討 :廣石 和昭(熊本県林業
研究指導所)

<Pa171>北方針広混交林の尾根・
谷斜面地形におけるトドマツの種
子散布と実生の消長 :嵜元 道徳
ら(京都大学フィールド科学教育
研究センター)

<Pa186>ナラの休眠に関連した遺
伝子の探索 :上野 真義ら(森林総
合研究所)

<Pa201>Influence of thinning on
carbon storage in soil and forest
floor of Larix kaempferi stands in
Korea :Ko Suin et al .(Division of
Environmental Science and
Ecological Engineering, Korea
University)

<Pb141>広葉樹のエゾシカ食害に
対する忌避剤の効果的な適用時
期 :明石 信廣ら(北海道立総合研
究機構林業試験場)

<Pb156>ネズミモチのリーフマイ
ナーPhyllocnistis  sp.（ホソガ科）
の寄主利用様式 :箕浦 哲明ら(名
大院生命農)

<Pb171>紀伊半島のウバメガシ林
におけるカシノナガキクイムシの
被害と発生消長 :栗生 剛ら(和歌
山県農林水産総合技術センター
林業試験場)

<Pa172>異なる空間線量地域に
おける落葉樹林林床の放射性降
下物の蓄積状況（予報） :大久保
達弘ら(宇都宮大農)

<Pa187>日本産ササ類における
推定雑種検出を可能とする開花
遺伝子マーカーの検討 :久本 洋
子(東京大学大学院農学生命科
学研究科千葉演習林)

<Pa202>渓畔林におけるリター分
解の時空間的変化 葉面積と光透
過性の違い:川北 真伊ら(秋田県
立大学)

<Pb142>大量集積型おとり丸太に
よるカシナガの誘引方法 :斉藤 正
一(山形県森林研究研修センター)

<Pb157>桜島のクロマツ小径木林
における枯損木の発生パターン :
曽根 晃一ら(鹿児島大学農学部)

<Pb172>伊豆諸島のスダジイ被
害とカシノナガキクイムシについ
て :所 雅彦ら(森林総合研究所)

<Pa173>ブナ堅果の総散布密度
とその前年比を用いた健全堅果
散布密度の予測 :花岡 創ら(林木
育種センター)

<Pa188>楕円フーリエ記述子にも
とづく主成分スコアを用いたアカ
マツ種子形状の地理的変異の評
価 :那須 仁弥ら(森林総合研究所
林木育種センター)

<Pa203>滋賀県における落葉広
葉樹二次林の埋土種子集団 :奥
野 匡哉ら(滋賀県立大学環境科
学部)

<Pb143>捕獲数を考慮したニホン
ジカの生息密度分布の検討 :近
藤 洋史ら(森林総合研究所九州
支所)

<Pb158>ハンノキキクイムシ
(Xylosandrus germanus )の共生菌
の培養形質に基づく種内系統と
外部形態形質の関係 :伊藤 昌明
ら(名古屋大学大学院生命農学研
究科)

<Pb173>東京大学生態水文学研
究所長期生態系プロットにおける
カシノナガキクイムシ加害初期の
穿入木と枯死木の空間分布と経
年変化 :澤田 晴雄ら(東大演生態
水文研)

<Pa174>冷温帯スギ・落葉広葉樹
混交林における大型菌類の分布
と季節消長 :森山 大輔ら(京都府
立大学大学院)

<Pa189>三宅島2000年噴火被害
林の11年間の変化と萌芽再生 :
黛 絵美ら(筑波大学生命環境学
群生物資源学類)

<Pa204>滋賀県における近年の
里山林整備が植生と環境にもた
らす効果の検証 :籠谷 泰行ら(滋
賀県立大学環境科学部環境生態
学科)

<Pb144>全卵粉末によるニホンジ
カ食害防止効果 :涌井 明ら(保土
谷アグロテック株式会社)

<Pb159>ツキノワグマの食性の変
化に影響を及ぼした要因の検討 :
小池 伸介ら(東京農工大学)

<Pa175>マウンド・ピットにおける
多雪地帯ブナ林の更新過程 :福
山 文子(新潟大学)

<Pa190>火山遷移でオオバヤシャ
ブシは植物の種多様性を上げる
効果があるのか？ :藤井 美央ら
(筑波大学生命環境学群生物資
源学類)

<Pa205>滋賀県におけるナラ枯れ
及びシカ食害影響下における落
葉広葉樹二次林の植生状況 :岸
本 泰典ら(滋賀県立大学)

<Pb145>電気インパルスによるナ
ラ枯れ防除の試み :大脇 琴美ら
(名古屋大学農学部生物環境科
学科森林保護学研究分野)

<Pb160>急速な都市化とタイムラ
グを伴う蝶類の衰退: Extinction
debtの検証 :曽我 昌史ら(東京農
工大学)

<Pa176>栃木県高原山系におけ
るミズナラ、フモトミズナラおよび
コナラの種特性 :望月 寛子ら(宇
都宮大農)

<Pa191>地史的要因が左右する
近畿地方のタブノキ林の遺伝構
造 :渡部 俊太郎ら(滋賀県立大
学)

<Pa206>落葉広葉樹二次林に生
育する主要樹種の多元素分析 :
竹田 真知子ら(滋賀県立大学大
学院環境科学研究科)

<Pb146>南九州におけるヒメネズ
ミの貯食活動の実態 :中村 麻美
ら(鹿児島大学大学院　連合農学
研究科)

<Pb161>栃木県周辺地域におけ
る2011年のナラ枯れの分布状況 :
福沢 朋子ら(宇都宮大農)

<Pa177>北海道の針広混交林に
おける大規模風倒攪乱からの回
復要因 :高橋 正義ら(森林総合研
究所北海道支所)

<Pa192>ユビソヤナギとエゾヤナ
ギの積雪に対する適応性 :指村
奈穂子ら(東京大学大学院農学生
命科学研究科生圏システム学専
攻)

<Pa207>高さの異なるササ群落に
生育するブナ稚樹の垂直葉分布
の成長シミュレーション :藤島 み
ずきら(岐阜大学大学院連合農学
研究科(静岡大学))

<Pb147>スギ人工林におけるヤマ
ガラの給餌生態 :近藤 崇ら(名大
農)

<Pb162>京都府内ツキノワグマ棲
息数の推定 －法医学・分子生態
学的手法とGIS技術を用いて－:
田村 恵子ら(京都府立大学大学
院 生命環境科学研究科)

<Pa178>モンゴル国の北方林にお
ける大規模火災後の樹木の侵入
と定着 :中桐 恵利華ら(岡山大学
大学院　環境学研究科)

<Pa193>年輪解析を用いたヤナ
ギ個体群の成長量評価 :米田 聡
美ら(京都大学大学院 農学研究
科)

<Pa208>ニセアカシアの非休眠種
子は更新に貢献するのか :千葉
翔ら(山形大学院　農学研究科)

<Pb148>ネズミモチにおける潜葉
虫の空間利用戦略と微気候 :綾
部 慈子ら(名古屋大学・生命農・
森林保護)

<Pb163>ミズナラ成木への
Raffaelea quercivora人工接種が
カシノナガキクイムシの穿孔に与
える影響 :岡本 卓也ら(岐阜県森
林研究所)

Pa，Pb
 ポスター準備10:00～11：30　ポスター掲示11:30～16:30 コアタイム12:00～13:00 ポスター撤収16:30～17:30

*ポスターの準備ならびに撤収は速やかにお願い致します。ポスター会場内の掲示場所については当日お知らせいたします。
コアタイムには必ずポスターの前に立ち質疑に応じてください。

生態
(Pa164～Pa209)

動物
(Pb134～Pb173)
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研究発表題目（ポスター発表P2グループ）３月２８日(11:30～16：30），コアタイム12:00～13:00

T13
(Pb174～Pb178)

樹木根の成長と機能

<Pb087>無償GISソフトウェアを利
用した民有林閲覧システムの構
築 :菅野 正人ら(北海道立総合研
究機構林業試験場)

<Pb102>異なる形式の人工林成
長データのデータベース化 :陳 敬
忠ら(東京大学大学院農学生命科
学研究科)

<Pb117>スギ・ヒノキ人工林にお
ける施業の割り当てと労働量の
関係 :渡邊 卓ら(東大院)

<Pb132>LiDARによる林分構造の
把握 :古田 朝子ら(一般社団法人
日本森林技術協会)

<Pb174>Identification of
ectomycorrhiza types with
difference nitrogen load on three
larch species grown under two
phosphorous levels :Wang Xiaona
et al .(Graduate School of
Agriculture, Hokkaido
U i it J )

<Pb179>庄内クロマツ林における
炭素重量を使った収量-密度図の
構築 :瀧 誠志郎ら(岩手大学大学
院連合農学研究科)

<Pb194>遺伝子組換え樹木の創
出のためのポプラ環境ストレス耐
性遺伝子の探索 :西口 満ら(森林
総研)

<Pb088>木材クラウドシステムの
有用性の考察 :上森 安(東京農業
大学　地域環境科学部　)

<Pb103>東北タイにおける光学セ
ンサとレーダーの組み合わせ解
析によるチーク人工林の抽出 :古
家 直行ら(森林総合研究所北海
道支所)

<Pb118>沖縄島北端部における
亜熱帯性二次林の林分動態 :高
嶋 敦史ら(琉球大学農学部)

<Pb133>人工林の施業方針選択
を支援するための予想結果提示
方法について :當山 啓介(東京大
学大学院農学生命科学研究科)

<Pb175>ルートメッシュ法によるヒ
ノキ人工林における細根生産速
度の推定 :野口 享太郎ら(森林総
合研究所)

<Pb180>森林の遷移段階を考慮
した、高CO2環境条件下における
群落レベルでの林冠光合成総生
産量の反応予測 :宇都木 玄ら(森
林総合研究所北海道支所)

<Pb195>ブナにおける花芽形成の
日長誘導経路に関わる遺伝子群
の発現特性 :小倉 俊治ら(北海道
大学農学部)

<Pb089>カンボジアにおける低イ
ンパクト伐採の評価 :溝上 展也ら
(九州大学農学研究院)

<Pb104>屋久島におけるスギの
潜在的分布の推定 :神谷 尚洋ら
(九州大学農学部)

<Pb119>単木択伐が残存木の成
長に与える影響 北海道中央部の
針広混交林の事例:辰巳 晋一ら
(東京大学大学院　北海道演習
林)

<Pb176>カラマツ人工林における
細根の消失要因 :宮本 裕江ら(静
岡大学農学部)

<Pb181>開放系大気CO2増加
（FACE）施設で育成したカンバ類
3種のLAIの変化とシュートの動態
:原 悠子ら(北海道大学農学部)

<Pb196>スギの花成制御を目指し
たMADS-box遺伝子組換え体の
作出 :片畑 伸一郎ら(森林総合研
究所)

<Pb090>東北地方のスギにおけ
る樹幹の肥大成長の季節変化 :
西園 朋広(森林総合研究所)

<Pb105>年輪解析および健全度
調査による九州のモミの現状につ
いて :溝口 太郎ら(九州大学生物
資源環境科学府)

<Pb120>カンボジア熱帯季節林の
林分構造と林分動態 :加治佐 剛
ら(九州大学大学院農学研究院)

<Pb177>The role of mycorrhizal
hyphae in carbon allocation in
temperate forest soils
:Andreasson Frida(Graduate
School of Agriculture, Kyoto
University )

<Pb182>長期間高CO2濃度環境
下で生育したブナの個葉特性と被
食防衛物質の局在 :渡辺 陽子ら
(北海道大学北方生物圏フィール
ド科学センター)

<Pb197>減数分裂に特異的な
Dmc1遺伝子を利用したスギ組換
え体の作出 :古川原 聡ら(森林総
合研究所)

<Pb091>IKONOS画像のオブジェ
クトベース解析による地上部バイ
オマスの推定 マレーシアサバ州
中央部の熱帯生産林を事例に:松
浦 俊也ら(独立行政法人森林総
合研究所)

<Pb106>中国・海南省鸚哥嶺自然
保護区における森林管理の仕組
みとその問題点 :陳 元君ら(東京
大学大学院農学生命科学研究
科)

<Pb121>波形記録式航空機
LiDARによる林床状態の推定方
法開発(II) 樹種間比較を中心とし
て:西本 雄亮ら(名古屋大学大学
院)

<Pb178>枯死根からの微生物分
解呼吸を規定しているものは何
か？～重量減少・化学組成・形態
特性から考える～ :牧田 直樹ら
(京都大学大学院農学研究科)

<Pb183>高CO2環境下で生育した
ケヤマハンノキの葉の通水特性 :
原山 尚徳ら(森林総合研究所北
海道支所)

<Pb198>複数の雄性不稔家系を
用いたスギ花粉形成に関わる遺
伝子群の解析 :二村 典宏ら(森林
総合研究所)

<Pb092>スギ、ヒノキ林分におけ
る樹幹形状と枝下高の関係 :野々
田 稔郎(三重県林業研究所)

<Pb107>現在，枝打ちは林業経営
に有利となるか 長野県素材価格
からの考察:守口 海ら(長野県林
業総合センター)

<Pb122>動的計画法による最適
植栽密度の検討 :太田 徹志ら(九
州大学農学研究院)

<Pb184>放射孔材樹種の枝にお
ける水分通導性の特性 :山本 佑
介ら(九州大学大学院生物資源環
境科学府)

<Pb199>ジベレリン処理によるス
ギ花関連遺伝子発現動態 :坪村
美代子ら(森林総合研究所林木育
種センター)

<Pb093>茨城県北部における生
物多様性マップの推移 :佐野 真
琴ら(森林総合研究所)

<Pb108>北海道足寄町におけるカ
ラマツ資源量の推定 :村橋 隆介
ら(九州大学農学部)

<Pb123>北海道中央部大麓山天
然林における主要樹種の空間分
布 :尾張 敏章ら(東京大学北海道
演習林)

<Pb185>ブナ樹冠内における葉肉
コンダクタンスの変化と水ストレス
への光合成応答 :韓 慶民ら(森林
総合研究所)

<Pb200>スギの成長ホルモン受
容体遺伝子の発現解析 :能勢 美
峰ら(森林総合研究所 林木育種
センター)

<Pb094>ランドスケープ指数を利
用した森林ゾーニングの試み :宮
本 麻子ら(森林総合研究所)

<Pb109>風況シミュレーションを用
いた風害における累積的影響の
検証 :谷川 直太ら(九州大学大学
院生物資源環境科学府)

<Pb124>スギ人工林に設置した間
伐区と対照区における相対照度
と下層植生被覆率の変化 :園原
和夏ら(日本大学生物資源科学
部)

<Pb186>裸子植物と被子植物の
光合成制御の違い 光阻害の回
避における酸素の役割:白尾 正
涼ら(九大農)

<Pb095>高分解能衛星画像によ
る堅果類の抽出を目的とした画像
分類手法の比較 :金谷 翔太ら(新
潟大学大学院自然科学研究科)

<Pb110>幹曲がり木が多いスギ
間伐林における造材歩留まり :嘉
戸 昭夫ら(富山県森林研究所)

<Pb125>3Dカメラによる樹冠直径
計測精度の検証 :鍋倉 賢二ら(名
古屋大学農学部)

<Pb187>スギの主軸成長の季節
変動と日変動 :玉泉 幸一郎(九州
大学農学研究院)

<Pb096>スギ高齢人工林の立木
の品等構成にみる間伐強度の影
響 :井上 千種ら(九州大学大学院
生物資源環境科学府)

<Pb111>三重県におけるカーボ
ン・オフセット制度の現状と課題 :
松村 直人ら(三重大学大学院生
物資源学研究科)

<Pb126>熱帯林バイオマス推定に
おけるリモートセンシングデータと
地上調査の誤差 :鷹尾 元ら(森林
総合研究所)

<Pb188>ヒノキシュートの呼吸速
度に及ぼす被陰と施肥の影響 :奥
田 峻史ら(九州大学農学部)

<Pb097>空中写真を利用した樹
種分類における機械学習の有用
性 :渡邉 由香ら(新潟大学大学院
自然科学研究科)

<Pb112>山村振興の目標 :高田
乃倫予(東京大学大学院農学生
命科学研究科森林科学専攻)

<Pb127>高解像度衛星写真と
LiDARデータを用いた管理竹林の
抽出 :長島 啓子ら(京都府立大学
大学院生命環境科学研究科)

<Pb189>沈水環境下における
Melaleuca cajuputiの通気組織の
発達 :田中 一生ら(早稲田大学
人間科学学術院)

<Pb098>旧版地形図を用いた佐
渡における1900年代初頭のランド
スケープの把握 :長谷川 恭大ら
(新潟大学大学院自然科学研究
科)

<Pb113>タケにおける稈表面積の
推定モデル :井上 昭夫(熊本県立
大学)

<Pb128>未利用林地残材を用い
た木質バイオマスの石炭混焼発
電に関する研究 :池内 学ら(九州
大学大学院生物資源環境科学
府)

<Pb190>根の低酸素環境下にお
けるMelaleuca cajuputiと
Eucalyptus camaldulensisの貯蔵
炭水化物の動態 :嘉山 友理子ら
(東京大学)

<Pb099>ALOS/PALSARを利用し
た森林分類について :小川 崇ら
(一般財団法人　リモート・センシ
ング技術センター)

<Pb114>波形記録式航空機
LiDARによる林床状態の推定可
能性の検討（_III_） 林床状態と
レーザー反射特性の関係比較:山
本 一清ら(名古屋大学大学院生
命農学研究科)

<Pb129>デジタル4バンド航空写
真による単木判別の試み :北原
祐貴子(東京大学大学院　農学生
命科学研究科　森林科学専攻)

<Pb191>アルミニウム結合能を有
するEucalyptus camaldulensis の
加水分解性タンニン :田原 恒ら
(独立行政法人 森林総合研究所)

<Pb100>幹曲がりの影響を考慮し
たシステム収穫表の調製 :図子
光太郎ら(富山県農林水産総合技
術センター)

<Pb115>林地残材収集を考慮し
た森林計画の作成 北海道足寄
町を対象に:西田 由佳ら(九州大
学大学院生物資源環境科学府)

<Pb130>PALSARによるヒノキ人
工林の森林情報把握可能性 地
形補正効果の検討:森下 絵理子
ら(名古屋大学大学院生命農学研
究科)

<Pb192>木本性種の根端細胞に
おけるプロアントシアニジン局在
の細胞学的解析 :大澤 裕樹ら(東
京大学)

<Pb101>SGEC森林認証の審査結
果の傾向 :杉浦 克明ら(日本大学
生物資源科学部)

<Pb116>GISを用いた間伐優先度
の判別と間伐費用の算出 :守屋
智之ら(東京大学農学部)

<Pb131>山形県鶴岡市内の社寺
境内に生育するイチョウの年輪情
報 :佐々木 賢二(山形大学農学部
森林情報学研究室)

<Pb193>土壌水分変動がブナ苗
木の葉の遺伝子発現に与える影
響のゲノム網羅的解析 :斎藤 秀
之ら(北海道大学大学院農学研究
院)

Pa，Pb
 ポスター準備10:00～11：30　ポスター掲示11:30～16:30 コアタイム12:00～13:00 ポスター撤収16:30～17:30

経営
(Pb087～Pb133)

*ポスターの準備ならびに撤収は速やかにお願い致します。ポスター会場内の掲示場所については当日お知らせいたします。
コアタイムには必ずポスターの前に立ち質疑に応じてください。

T16
(Pb179～Pb200)

樹木の成長と環境
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テーマ別シンポジウム趣旨 

 

T01：日本の伝統的な漆塗を支えるウルシ林の持続的管理 

コーディネーター：田端雅進（森林総研）・河原孝行（森林総研北海道） 

3月27日（13:30～16:30） M会場 

 ウルシの樹液は，縄文時代から漆器等に使われ，日本人に広く親しまれている。しかし，現在日本で使用される漆の約

98％を中国産が占め，国産漆は残り2％程度しか生産されていない。漆は伝統文化の維持に貢献してきたが，昨今伝統文

化を支える漆の供給が危機的状況にある。これまで2%に満たない国産漆は，高級な漆器にこだわる生産者らによって，

主に上塗りの用途に使用されてきた。こだわりのある漆器生産者は，中国産漆よりも国産漆の方が耐久性に優れている等

の特性を指摘するものの，こうした特性やその原因は解明されていない。 

 最近の動きとして，日光の文化財修復で平成19年より国産漆生産全体の4割にも達する量が使用され始めたことにより，

安定的な需給体制を確立する必要性が高まっている。しかし，ウルシの資源量や管理技術がほとんど明らかでなく，ウル

シ植林地において新たな病気が発生し，被害防除技術がまったくない。そのためにはウルシ林の資源量を明らかにし，ウ

ルシ林の管理技術や病気の被害防除技術を確立する必要がある。また，その管理技術を有する人材の育成やそのための制

度の整備も必要である。  

 本シンポジウムでは，ウルシ資源の現存量，ウルシを育てるための植栽・保育・繁殖技術，紫紋羽病の発生原因や樹液

異常漏出被害の原因，高品質系統の漆液の化学的特性，優良系統の選抜手法，材や成分の特性と未利用資源の利用等の研

究成果に基づいて，多くの皆様のご意見を頂きながら，今後の健全なウルシの森づくりに向けて議論を深めたい。 

 

 

T02：人工林と生物多様性 

コーディネーター：山浦悠一（北海道大学大学院農学研究院）・尾崎研一（森林総研北海道） 

3月27日（13:30～16:30） Ｈ会場 

世界的な木材需要の増加等を背景に，世界の人工林は年 1.9％の割合で増加している。その中で日本の人工林面積は世

界第 5 位であり，人工林率では第 2 位に位置する。しかし，国産材需要の落ち込みにより造林面積は減少しており，既存

の人工林においても間伐遅れや伐採後に再造林を行わない等の様々な問題が生じている。一方，COP10 で採択された愛

知ターゲット（2010 年以降の生物多様性保全目標）では，生物多様性を保全する持続可能な林業が目標の一つに掲げら

れている。さらに 2010 年に環境省が発表した生物多様性総合評価では，人工林への転換等によって自然性の高い森林が

減少したことが，長期的に森林生態系の状態が悪化した原因の一つに挙げられている。こういった状況の中では，人工林

において木材生産だけでなく，生物多様性にも配慮した管理が求められる。日本の人工林が抱える問題を解決し，さらに

生物多様性にも配慮するためには，これまでと違った新たな視点から人工林管理を考える必要があるのではないだろうか。 

 本シンポジウムでは，人工林の歴史と将来，人工林の経営，動植物多様性への影響，森林認証での生物多様性の取り扱

い等について様々な分野の方から研究を紹介していただき，生物多様性保全と木材生産の両立に向けて議論を行う。世界

的な人口増加が続く一方で国内の人口が減少を始める中での，日本の人工林のあり方について考えたい。 
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T03：森林科学分野における統計モデリングの利用 

コーディネーター：伊東宏樹（森林総合研究所）・飯島勇人（山梨県森林総合研究所） 

3月27日（13:30～16:30） F会場 

パーソナルコンピューターの高速化や，R のようなフリーソフトウェアが実用的に使えるようになってきたことにより，

かつては事実上不可能だったさまざまな統計解析をおこなえるような環境が整ってきた。森林科学の分野でも，第 120

回日本森林学会大会（2009 年）で階層ベイズモデリングについてのイブニングセミナーが開催され，また，日本森林学

会誌や Journal of Forest Research に掲載された論文でも，一般化線形モデル(GLM)や一般化線形混合モデル(GLMM)といっ

た手法が最近では普通に使われるようになってきつつある。 

その一方で，なんでも t 検定・分散分析といった風潮もまだ根強く残っているように見受けられる。もちろん，t 検定

や分散分析が適切な手法となるデータについて，そうした手法を適用するのはまったく問題ない。ところが実際には，も

っと別の手法を適用すべきデータについても，データの性質についてあまり考慮しないまま統計解析がおこなわれている

という例が少なからず存在する。これはつまり，データを見ないで機械的に統計処理をおこなって，「有意差」がでたか

どうかにだけ関心が向くという悪習によるものであり，結局は，苦労して得たデータを生かし切っていないということに

なる。 

とはいえ，近年利用されるようになってきた統計モデリングは自由度が高い分，どのようにしたらよいのかわからない，

という人も多いであろう。本シンポジウムでは，森林科学の分野において実際にどのような統計モデリングがどのように

おこなわれて，どのように役立てられているかを紹介する。特に，森林科学分野のデータによく見られる複雑な誤差，要

因→結果という単純な線形でないデータに対する統計モデリングの例を紹介し，今後の発展についても議論していくこと

としたい。 

 

 

T04：斜面・小流域での水・土砂移動機構に基づく大流域スケールの水・土砂動態予測に向けて 

コーディネーター：浅野友子（東京大学大学院農学生命科学研究科）・五味高志（東京農工大学） 

・内田太郎（国土技術政策総合研究所） 

3月27日（13:30～17:00） K会場 

山地森林域の水資源管理や水や土砂による自然災害予防には，比較的規模の大きい流域スケール（100～103 km2） の水・

土砂動態を精度良く予測することが欠かせない。これまで山地森林域の水・土砂移動に関する調査研究の多くは，斜面・

小流域（＜101ha）を対象としており，100～103 km2の流域スケールになると，詳細な現場観測が容易ではないため水・土

砂移動の実態把握や機構解明が遅れている。しかし，斜面・小流域で明らかになった機構に基づき，大流域スケールの水・

土砂動態を予測しようとした場合，「調査斜面・小流域の代表性（調査斜面・小流域は，大流域内の他の多数の斜面・小

流域を代表しているか？）」，「支配機構の変化（大流域スケールの水・土砂動態を支配する機構は，斜面・小流域スケ

ールの水・土砂の移動機構と同じか？）」などの疑問が生じる。本シンポジウムでは，水・土砂動態に関する最新の研究

事例を基に議論を行い，斜面・小流域での水・土砂移動機構を大流域スケールの水・土砂動態の予測につなげるという視

点での現時点での課題と展望を整理したい。 
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T05：東日本大震災による海岸林の被害の実態と今後の再生に向けて 

コーディネーター：林田光祐（山形大学農学部）・坂本知己（森林総合研究所） 

3月27日（13:30～17:00） D会場 

 平成 23 年 3 月 11 日，東北地方太平洋沖地震が発生し，東北・関東地方の太平洋側の海岸は大規模な津波に襲われた。

その結果，多くの海岸林がこれまでに例のない甚大な被害を受けた。このため，飛砂害防止，防風，防潮等の海岸林の機

能が失われたり大きく低下したりしている。したがって，被災地の今後の復興にあたっては，速やかな海岸林の再生が不

可欠である。そのためには，海岸林の被害実態を明らかにし，再生に向けての課題を明らかにする必要がある。 

 そこでこのシンポジウムでは，北は青森県から南は千葉県までの広範囲にわたる様々な条件での被災海岸林を対象に，

多くの研究者が様々な観点から調査を行った結果を紹介してもらい，海岸林の被害実態と要因の関係を整理してみたい。

また，これらの海岸林の被害は，内陸側の住宅地等の被害を軽減する効果をもたらしたとも考えられる。このような視点

での事例も整理したい。 

 このように，今回の津波が海岸林にもたらした多様な被害の実態を明らかにしたうえで，今後，海岸林を再生していく

際に，どのような方針で海岸林を造成していくべきか議論したい。論点としては，海岸林が有する多様な機能の評価，と

くに津波の被害軽減効果をどのように評価して反映させるのか，従来植栽樹種はほとんどクロマツであったことから，今

後広葉樹類をどのように活用していくか，立地の影響，とくに人工砂丘の是非などが考えられる。これに加えて，現状の

海岸林が抱えている保育作業などの造成後の管理，地域住民の海岸林に対する意識や保全活動への啓蒙などの課題もふま

えて，今後の海岸林の再生のあり方を議論する予定である。 

 

 

T06：森林生態系保全を目的としたシカ対策―被害評価から捕獲，復元技術まで 

コーディネーター：藤木大介（兵庫県立大学 自然・環境科学研究所） 

3月28日（13:00～16:00） L会場 

 近年，ニホンジカ(以下，シカ)による森林生態系被害はマスコミでも頻繁に取り上げられるようになり，被害対策への

社会的要請も各地で高まりつつある。しかし，このような状況にも関わらず，多くの地域において，森林生態系保全のた

めのシカ対策は限定的な対策に留まっていたり，掛け声だけに留まっている場合が多い。この原因の一つとして，森林生

態系保全を目的としたシカ対策に関する一連の技術体系が確立されていないことが挙げられよう。一連の技術体系には，

①被害評価，②個体数管理，③劣化した森林生態系の保全・復元技術という三つの個別技術が含まれる。これらの個別技

術は，それぞれが技術として十分な有効性をもつことは当然のこと，各地で普及・実用化可能なものであることが求めら

れている。また，一連の技術体系化を図るためには，総合的なシカ被害対策の中で，個別技術が有機的に統合され機能す

る形で整理されなければならない。 

兵庫県では 2006 年以来，シカによる森林生態系被害を県域スケールで評価する手法を開発するとともに，その被害評

価結果に基づいた個体数管理の実践的検討を行ってきた。また，京都大学芦生研究林でも 2006 年以来，集水域スケール

での防鹿柵の設置が，森林生態系の機能回復に果たす効果についての実証的モニタリングが行われてきた。本シンポジウ

ムでは，これら一連の研究成果を紹介するとともに，個別技術を有機的に統合・機能させ，総合的なシカ被害対策として

技術体系化するためには，何が必要であるかを議論したい。 

  



 

(27) 

 

T07：森林環境の持つ保健休養機能の基礎的研究と応用研究 

コーディネーター：上原 巌（東京農業大学） 

3月27日（13:30～16:30） E会場 

 本セッションは本大会で 8 回目を迎え，様々な森林科学研究の分野の中でも最もユニークで，一般市民の関心が高い分

野の一つである。これまでの発表内容をまとめてみると，生理的研究，心理的研究，臨床事例研究，研究手法，尺度開発，

地域における事例研究などに大別され，生理・心理分野といった基礎的研究から，森林環境の整備といったハードの問題，

プログラムの作成，臨床症例，保養地での活用形態などに至るまで多岐にわたっている。また，森林・林業関係者だけで

なく，医療，社会福祉，心理，教育など，多領域の専門家とコラボレーションしたアプローチが必要とされることも特徴

である。森林環境は，市民の日常的な健康増進はもとより，福祉，医療，職場における保健衛生や教育などの諸分野にお

いても利用の可能性が大きく，今大会のセッションにおいても，これまでの内容からさらにその対象範囲を広げ，あるい

は深めていきたいと考えている。特に年間の自殺者数が 14 年間連続で３万人を超え，自殺率が世界第 5 位のわが国にお

いて，心の健康づくりのための森林活用は社会的にもその意義が大きく，期待をされている。うつ病や，出勤拒否の増加

の対応環境の一つとしても可能性が高いと言える。活発で自由な雰囲気のもと，のびのびとしたセッションを展開してい

きたい。 

 

 

T08：隠れた森の主役・菌根：これからの基礎研究と応用 

コーディネーター：小林久泰（茨城県林業技術センター）・石田孝英（神奈川県自然環境保全センター） 

・田中恵（東京大学大学院新領域創成科学研究科） 

3月28日（9:00～16:15） K会場 

樹木では殆どの細根が菌根菌と呼ばれる真菌類と細胞内/外共生しており，これら菌根菌が土壌からの養分吸収におい

て極めて大きな役割を果たしています。十数年前までほとんどがブラックボックスだった菌根菌ですが，DNA や同位体

の利用により，近年の研究は一足飛びに進歩しています。進捗は特に種多様性研究で著しく，その流れは菌根圏バクテリ

アなどのより微細な生物にも波及しています。一方で菌根菌各種の共生機能や生活環，菌根共生の生理などに関しては依

然として多くの闇をかかえており，DNA 情報などの膨大な蓄積データの利用方法，基礎研究成果の林業・食用菌栽培へ

の応用も今後の大きな課題です。森林学会では，菌根共生に関する理解を深め，研究対象や分野を超えて知見を共有する

ため，過去 7 回にわたり「隠れた森の主役・菌根」と題して小集会を開いてきました。 

最先端の研究を出版前に知ることができる貴重な機会となっており，菌根研究の重要性と面白さを発信しながら，国内

の樹木菌根ネットワークの中心的集会として機能してきました。123 回大会では，食用菌栽培・盆栽輸出などに関する応

用研究から，先端統計学と遺伝学を融合したグローバルな研究まで，森林植物とその根圏共生微生物（内・外生菌根菌/

根圏バクテリア）を対象とした 21 の発表が行われる予定です。午前・午後ともに総合討論の場を設ける予定ですので，

新しい技術とのつきあい方，既存データの利用方法などを含め，今後の楽しい菌根研究について活発に議論したいと思い

ます。 
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T09：森林における土壌有機物の分解と蓄積－時間スケールの違いからみえてくる土壌有機物の挙動 

コーディネーター：小野賢二（森林総合研究所東北支所）・上村真由子（日本大学生物資源科学部） 

・石塚成宏（森林総合研究所九州支所） 

3月28日（9:00～12:00） H会場 

土壌が保持している有機物量は，全球レベルで 2,100～2,300 Pg C（炭素換算。うち 70%が有機態炭素に相当）と試算

されている。それは植物体として固定されている有機物量の 2～3 倍に相当する。近年の急速な気候変動や土地利用の変

化に対応する森林管理を考える上で森林土壌における有機物動態の応答性を予測することが求められる現在，土壌中の短

期・長期的な炭素動態を総合的に理解し，評価することは不可欠である。従来の土壌炭素研究では，フラックス観測や培

養実験などの短期的な炭素動態に関する研究，腐植物質の化学性に関する研究，および同位体やテフラを利用した土壌の

クロノシークエンス解析など，個々に進められてきた側面がある。そのなかで，土壌有機物には，植物や微生物に由来す

る比較的「若い」ものと土壌中の粘土鉱物と複雑に絡み合った腐植物質などの「古い」ものがあることが明らかにされて

きた。土壌中の有機物は，生物的，物理的，化学的な作用を受けて，徐々に連続的に変化している。しかし，「若い」有

機物と「古い」有機物の区別は必ずしも明瞭ではないうえに，その変化過程も未だ不明な点が多く，複数の複雑な過程を

含む土壌中の炭素動態を正確に理解する上では，現状不十分な状態である。そこで本セッションでは，土壌有機物が示す

「平均滞留時間（代謝回転速度）」をキーワードにして，多様な切り口で土壌の炭素動態研究に取り組んでいる方々に研

究を紹介して頂き，基礎的な知識，最新の情報を共有するとともに，土壌炭素動態研究に関する現状の課題，将来的な展

開，さらには共同研究の可能性について議論したいと考えている。 

 

 

T10：はかれないものを測る技術～レーザーを用いた森林構造計測 

コーディネーター：石井弘明（神戸大学大学院農学研究科）・加藤顕（千葉大学大学院園芸学研究科） 

3月28日（9:00～12:00） L会場 

森林の三次元構造は林内の光環境や葉面積の分布，群落光合成，バイオマス生産，群落動態など様々な生態系プロセス

に影響する。これまで，自然林や人工林を対象に葉や枝の空間分布などといった林冠の三次元構造を記述する研究が行な

われてきたが，森林全体の三次元構造を手作業で計測することは多大な労力を要する。近年，レーザー技術の進歩により，

航空機や地上設置型のレーザースキャナーを用いて森林の三次元構造を計測する技術が目覚しく発展している。最新のレ

ーザー技術を用いれば，測定者や測定方法による誤差を排除して，詳細な森林の内部構造までを迅速かつ正確に計測する

ことが可能である。本シンポジウムでは最新のレーザー技術を用いた森林の三次元構造計測について紹介し，得られた三

次元データを森林管理や生態学研究にどのように応用できるかを議論する。 
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T11：REDD+は熱帯林を救えるか？ －その議論と現状－ 

コーディネーター：松本光朗（森林総合研究所REDD研究開発センター） 

3月28日（9:00～12:00） M会場 

 REDD+は，「途上国における森林減少・劣化による排出削減，森林保全，持続可能な森林管理，森林炭素蓄積の増強」

の略称であり，途上国において行われる森林減少・劣化の抑制等による温室効果ガス排出の削減あるいは炭素蓄積量の増

加といった活動に対して経済的なインセンティブを付与することなどにより，その取組を促進する仕組みである。REDD+

は気候変動枠組条約の 2013 年以降の枠組みへの導入を目途として活発に議論されているが，スターンレビュー等に見ら

れる削減ポテンシャルに対する大きな期待はもとより，生物多様性の保全や地域住民への貢献への期待も相まって，先進

国，途上国の両者から大きな期待が寄せられている。我が国においても，政府の推進する二国間オフセット・クレジット

制度の対象活動の一つとして検討が進められ，平成 22 年度より各国で実施可能性調査が行われている。 

 しかしながら，REDD+には，森林の炭素量変化のモニタリング手法といった技術面，国際的な制度のありかたや国内

制度設計といった制度面の両面から解決すべき問題を多く残している。これらの問題は，科学技術研究および政策研究の

上に立って行われるべきであり，REDD+の議論には科学者・研究者の参加が不可欠である。このような背景のもと，森

林学会のシンポジウムにおいて REDD+の国際議論やその現状を報告することにより，わが国の REDD+の議論や取り組

みを促進することを目的とするものである。 

 本シンポジウムにおいては，まず REDD+の概論の発表をふまえ，その主な論点であるモニタリング手法，生物多様性

とのシナジー，制度・政策，自主的取り組みについて，それぞれの専門家からの発表を受け，REDD+の議論の現状につ

いて情報共有と理解を深めたい。 

 

 

T12：大気環境変化にともなう森林の生産性と分布の予測―対流圏オゾンの影響を中心に― 

コーディネーター：北尾光俊（森林総合研究所） 

3月28日（13:00～16:45） J会場 

近年，急激な勢いで対流圏（地表面～高度 10 数 km）のオゾン濃度が上昇している。西日本や中部地方の一部では，顕

在化する森林衰退と高濃度オゾンとの関連が指摘されてきた。最近では北海道の比較的標高の高い地域においてもダケカ

ンバを中心に顕著な衰退が報じられ，生育開始時期における高濃度のオゾンの影響が指摘されている。木材生産に 50 年

以上の長い期間が必要とされる森林樹木の育成と環境資源としての森林の持続的利用のためには，野外モニタリングと実

験的な研究成果に基礎をおく予測的な研究が求められている。 

2007 年の Nature 誌上では，オゾン濃度の上昇により森林の CO2吸収量が最大 30%程度（1900 年～2100 年）も抑制さ

れるという衝撃的な予測がなされ，ドイツで行われた 8 年間にわたる低濃度オゾン付加実験からは，欧州ブナの成木で梢

殺が生じ，樹幹成長量が約 40%も低下していたことが指摘された。 

このような背景の元に，オゾン濃度の長期モニタリング，GIS を使った日本列島の森林植生への影響予測，タワー観測

による森林レベルのオゾン影響評価，成木や苗木を使ったオゾン付加実験による生理生化学的応答など，これまで行われ

てきた対流圏オゾンに関する研究を一堂に会して現状と展望を述べる。さらに，特筆すべきは，大気 CO2 濃度の上昇と

の複合影響の評価も進んできた点である。高 CO2 条件では気孔は閉鎖気味になるので，気孔からのオゾン取り込み量が

制限されて，オゾンの影響は軽減されると考えられている。実験的に CO2 とオゾンを付加した研究からオゾンと CO2が

樹木に与える複合影響の評価を試みる。これらの内容は森林関係の普及雑誌へ紹介する予定でいる。 
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T13：樹木根の成長と機能 

コーディネーター：平野恭弘（名古屋大学環境学研究科）・野口享太郎（森林総合研究所四国支所） 

・大橋瑞江（兵庫県立大学環境人間学部） 

3月27日（13:30～16:30） L会場 

3月28日 Pb会場 

『樹木根の成長と機能』のテーマ別シンポジウムでは，樹木根をキーワードに細い根から太い根まで，細胞レベルから生態系

レベルまで多岐にわたる研究成果が毎年報告され，活発な議論とともに多くの方々に関心を持っていただいています。 

 今回も，基本的にこれまでと同様に樹木根を取り扱う研究について幅広く報告していただき，国内における樹木根に関

する知見の共有，調査方法の統一化および改善などを具体的に議論できる機会にしていきたいと思います。特に今回は，

国際誌 Plant Root 編集長の富山大学理学部 唐原一郎先生に，【根の内部組織の発達に与える環境ストレスの影響とその

評価】について，特別講演していただく予定です。  

 また 2011 年 6 月にスペインで行われた欧州森林生態系における地下部炭素動態に関するワークショップや 2011 年 8

月にエストニア行われた樹木根調査手法に関するワークショップなどの国際的な研究動向をご紹介しながら，2012 年 6

月にスコットランドの国際根研究学会に向けた国内の研究取り組みを提案できる機会になることを期待しています。 

 

 

T14：ポストゲノム時代における新たな森林研究の展開（３）-遺伝子やタンパク質の網羅的解析は生命現象

に迫れるか（２）？- 

コーディネーター：高田克彦（秋田県立大学・木材高度加工研究所）・渡辺敦史（森林総合研究所林木育種センター） 

・高橋誠（森林総合研究所林木育種センター）・斎藤秀之（北海道大学大学院農学研究院） 

3月28日（9:00～12:00） E会場 

 時代はゲノミクスからフェノームまでを包含したオミックス研究の方向性を指向しており，森林分野の研究にもその波

は確実に押し寄せている。オミックス研究を構成するゲノミクス・トランスクリプトーム・プロテオミクス等の研究が生

命現象の本質を解き明かしつつあることはモデル植物を対象とした研究を俯瞰しても容易に理解することが出来る。森林

研究にはモデル植物とは一線を画す特異的生命現象が散在しており，モデル植物と同様のアプローチが本質的理解に直結

する保証はない。しかし，高度な技術に基づく個々の研究が生命現象の本質的理解に向けて一つずつ着実に前進している

ことは間違いない。 

 一昨年度，テーマ別セッション「ポストゲノム時代における新たな森林研究の展開」を提案し，wet から dry を包含す

る研究テーマを時代の先端を行く研究者からレビューしていただいた。昨年度はその第二弾としてゲノミクスからプロテ

オミクスに焦点を当て，生命現象の本質的理解に向けたアプローチの最先端を紹介していただく予定であったが，不幸に

も東日本大震災の余波で最新データを紹介していただく機会を失った。しかし，昨年度予定していた各研究者は新たなデ

ータを携え，新時代における森林研究の道筋を改めて強く示していただけると信じている。従って，本シンポジウムは昨

年度講演予定者であった新時代を切り開く若手研究者に再度お願いし，豊富な知識を持つ研究者と対峙していただくこと

で既存の知見や経験と従来とは異なる最先端研究から得られた知見を対比・融合し，本セッションのテーマである「生命

現象の本質的理解」に向けた積極的な議論を期待する。なお，本シンポジウムは森林研究特異的なテーマである適応的遺

伝子・心材形成・マツ材線虫病をキーワードに展開する予定である。 
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T15：森林環境教育は何を伝えるべきか？ 

コーディネーター：大石康彦（森林総合研究所多摩森林科学園）・小林修（愛媛大学農学部） 

3月27日（13:30～16:30） G会場 

日本森林学会では，2003 年の第 114 回大会における公開シンポジウム「森で学ぶ・森から学ぶ」を皮切りに，2011 年の第 122

回大会まで森林環境教育をテーマとするセッションを設けて研究発表と議論を重ねてきました。森林環境教育は森林学会のほか，

環境教育や野外教育など様々な分野でも取り上げられ，多様化し，各地での実践の取り組みも進んでいます。このような中，今

回の第 123 回大会は，日本森林学会における森林環境教育分野が 10 年の歴史を刻む節目となります。 

一方，3 月 11 日の東日本大震災は，地震災，津波災，原発災からの復旧，復興への取り組みの中で，私たちの社会や

生活の有り様の捉え直しもせまられています。折しも，国際森林年を迎え，「Forests for People（人々のための森林）」

というテーマの基，私たち一人ひとりの行動の重要性が示されています。また，国際森林年の国内テーマ「森を歩く」で

は，森林と関わる入り口として，まずはできることからはじめてみよう，と呼びかけています。 

このような時期に，森林環境教育は何を伝えるべきなのでしょうか。本シンポジウムでは，現時点で森林環境教育分野

が捉えるべきテーマは何なのか，森林環境教育を進めるに当たって解決しなければならない課題や問題はどのようなもの

なのか等について幅広く議論したいと考えます。 また，今後の森林環境教育の方向性を示す実践報告も期待します。 

 

T16：樹木の成長と環境 

コーディネーター：斎藤秀之（北海道大学大学院農学研究院）・北尾光俊（森林総合研究所） 

・小島克己（東京大学アジア生物資源環境研究センター）・津山孝人（九州大学大学院農学研究院） 

・則定真利子（東京大学アジア生物資源環境研究センター）・二村典宏（森林総合研究所） 

3月28日（9:00～12:00） J会場 

3月28日 Pb会場 

 樹木の成長機構とその環境応答を解明することにより森林の機能と動態に対する理解が深まります。生育場所を固定されてい

る植物の成長や生存は，光，水，養分，温度といった環境因子に対する形態・生理レベルの応答性により大きく左右されます。 こ

れまで，実験植物等で明らかとなってきた分子レベルでの成長機構や環境応答機構を参考にしながら，永年生で個体サイズが巨

大になるという特徴をもつ樹木の成長の仕組みに関する研究が進められてきました。本シンポジウムは，野外の成木個体から細

胞・分子レベルまでを対象に様々な手法で研究をしている人が集い，樹木の成長と環境応答についての理解を深め，研究分野や

研究手法の枠をこえた大きな討論の場を持ちたいと考え，第 108 回大会から継続しています。 

 第 123 回大会では，前回同様，口頭セッションとポスターセッションからなるシンポジウムを企画します。口頭セッションは，

ミニシンポジウム「組織・器官の計測から森を捉える」とポスター発表の１分紹介で構成します。ポスターセッションには樹木

の成長と環境に関する研究の成果発表を募り，研究分野や研究手法の枠を越えた情報・意見交換の活性化を図ります。 口頭セ

ッションの第一部ミニシンポジウムでは，林木，すなわち野外環境で大きく育ってゆく樹木を対象に組織・器官レベルでの測定

から如何にして個体，森林を捉えられるのかという視点から，国立環境研究所の飯尾淳弘さんにブナ林の光合成量の個葉レベル

からのアップスケーリングについて，森林総合研究所の荒木眞岳さんにヒノキ人工林における幹呼吸と樹冠呼吸の垂直変動と呼

吸特性について，国立台湾大学の久米朋宣さんに樹液流計測に基づく単木，林分，森林流域における水消費量についてお話し頂

きます。第二部は，ポスターセッションでの発表内容を 1 分間で紹介して頂きます。多くの皆様のご参加を期待しております。 
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T17：スギ再造林における育林コスト削減技術の開発について 

コーディネーター：中村松三（森林総合研究所） 

3月28日（13:00～16:00） E会場 

 1980 年以降の木材価格の低迷によって林業の経営収支は急激に悪化しており，持続的な林業経営を行うためには育林

コストの大幅な削減が不可欠となっている。しかし，伐採作業コスト削減の取り組みに比べて，育林コスト削減への技術

開発の取り組みは残念ながら大きく遅れている。ちなみに，スギ１ha を成林させるためには，苗木の植栽から 50 年生に

至るまでに約 248 万円の経費の投入が必要で，そのうち 6 割にあたる約 150 万円が最初の苗木植栽と下刈りに費やされる

（平成 18 年度林業経営統計調査報告書）。林業の持続性を危うくする再造林放棄の問題も原因はここにあり，主伐後の

再造林を可能とする育林低コスト化技術の開発が求められている。 

 従来型の地拵え・植栽・下刈り方法を抜本的に見直し，植栽後 5～6 年までの育林コストを従来型の 50％程度まで削減するため

に必要な技術開発を行うことを目的に，農林水産省実用技術開発事業プロジェクト「スギ再造林の低コスト化を目的とした育林

コスト予測手法及び適地診断システムの開発」を実施中である。具体的には，伐出作業と地拵えや植栽を同時並行的に行い低コ

スト化を図る機械化・一貫作業システムの構築，伐出後直ぐにいつでも植栽可能で潔癖な地拵えを必要としないコンテナ苗の効

率的な生産技術の開発，再造林地に発達する雑草木と植栽スギ苗木の成長特性（競合プロセス）・シカ食害等を考慮した上で育

林目標に応じて回数を削減する下刈り軽減オプションの提示，育林コスト削減がどの程度可能かを評価する育林コストシミュレ

ーターや主伐前の現地調査情報・GIS を活用した再造林適地判定システムの開発を目指している。本シンポジウムでは，これらに

関わる研究成果を発表し，喫緊の課題であるスギ再造林の育林コスト削減について論議を深めたい。 

 

T18：福島第一原発事故による森林生態系の放射能汚染の実態 

コーディネーター：金子真司（森林総合研究所）・恩田裕一（筑波大学大学院生命環境科学研究科） 

3月28日（13:00～16:30） I会場 

 東京電力福島第一原発事故によって大気に放出された放射性物質は広範囲の汚染をもたらした。森林は農地など他の土

地利用に比べて放射性物質の沈着量が大きいといわれている。福島県では森林が県の 70％を占めており，放射性物質が

森林生態系内にどのように沈着しているか森林の汚染状況を早急に把握する必要がある。放射性物質は原発から同心円状

に分布するのではなく，北西方向に高汚染地域が分布し，隔離された地域にもホットスポットが確認されていることから，

森林についても空間的な汚染状況も把握する必要がある。 

 今後も汚染が継続するとみられる放射性物質はセシウム 134 とセシウム 137 である。セシウムはカリウムと同じアルカ

リ金属であり，樹体内で移動しやすい物質である。一方でセシウムは土壌中の粘土鉱物と強力に結びつく性質をもつ。こ

れらの性質により，放射性セシウムは森林生態系内に長期に留まることがチェルノブイリ事故後の調査研究から明らかに

されている。ただし我が国の森林は急峻な山地に広く分布しており，気温も高く降水量も多く，さらに樹種や土壌の種類

も異なるなど，チェルノブイリ事故のあったウクライナやロシアなどと自然条件が異なっている。このためチェルノブイ

リにおける研究成果がそのまま通用するとは限らないことから，新たに調査研究を行う必要がある。 

 本シンポジウムでは，東京電力福島第一原発事故から一年以内における森林生態系内の放射能汚染の実態を明らかにす

ることを目的とする。チェルノブイリ事故において森林生態系の放射能汚染の本格的研究が開始されたのは事故から数年

経ってからである。このため，我が国の研究は森林生態系における放射性セシウムの初期値として貴重なデータとなる。

今後，森林生態系における放射性物質のモニタリングをどのように行うべきか，森林における除染等の対策をどうすべき

か，など幅広い議論を行う予定である。 
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T19：森林・林業分野における地球温暖化緩和・適応研究の現状と動向 

コーディネーター：落合博貴（森林総合研究所） 

3月28日（13:00～16:30） H会場 

 IPCC（気候 変動に関する政府間パネル）は，その第 4 次評価報告書において，気温の上昇とともに氷河や永久凍土の

融解，動植 物の春季現象の早期化や生息域の移動など，既に世界中の地域の自然と社会に影響が生じていることを明ら

かにするとともに，今後，水資源，生態系，食料生産等に深刻な影響が生じると予想している。また，海水面の上昇，豪

雨の頻度の増加や熱帯低気圧 の大型化など極端な気象現象の増加の可能性についても指摘している。 さらに今後，温室

効果ガス排出量を削減する緩和策を最大限に適用しても温暖化傾向は不可避であり，温暖化に対する緩和 策と適応策を

両輪として適用が重要であるとしている。ここで予測された気候変動は，わが国の森林や林業にとっても大きな脅威であ

り，気候 変動に伴う森林・林業への影響予測および緩和策や適応策に関する研究開発が急務となり，農林水産省はこう

した状況を踏まえて，2006 年より「地球温暖化が農林水産業に及ぼす影響評価と緩 和及び適応技術の開発」と題する研

究プロジェクトを開始した。シンポジウムにおいては，本プロジェクトにおいて実施されてきた森林・林業 分野におけ

る地球温暖化緩和・適応研究の成果を紹介するとともに，今後の研究開発のあるべき姿について議論を深める。 
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